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ｖｏｌ．５５５

２０１７

「ノギザニア」消防団体験（11/12 町産業祭）

消防団の通常点検が行われました…………２・３
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栃
木
県
知
事
表
彰

○
模
範
消
防
団
員

本
部
団
員　
　
　

栗
田　

好
弘

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功
績
章

本
部
団
員　
　
　

新
井　
　

直

○
勤
続
章
（
20
年
）

団
長　
　
　
　
　

小
野　

善
行

第
２
分
団
団
員　

小
川　
　

治

○
勤
続
章
（
15
年
）

本
部
団
員　
　
　

新
井　
　

直

第
２
分
団
団
員　

大
畑　

智
紀

第
２
分
団
団
員　

関
澤　

信
行

○
勤
続
章
（
10
年
）

本
部
分
団
団
員　

寺
内　

健
男

第
１
分
団
団
員　

大
髙　

一
政

第
１
分
団
団
員　

中
村　

崇
廉

○
無
火
災
消
防
機
関

　
（
戸
数
件
数
１
０
０
０
未
満
、４
年
間
以
上
無
火
災
）

第
６
分
団

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
（
８
年
）

第
４
分
団
副
分
団
長　

大
森　
　

寛

第
３
分
団
副
分
団
長　

針
谷　

裕
貴

本
部
分
団
班
長　

堀
川　

智
史

第
３
分
団
班
長　

長
濵　

英
紀

第
３
分
団
班
長　

眞
瀬　

隆
之

本
部
分
団
団
員　

福
田　

順
一

第
２
分
団
団
員　

山
中　

光
男

第
２
分
団
団
員　
長
谷
川 

美
貴
男

第
４
分
団
団
員　

大
森　

正
登

○
勤
続
章
（
５
年
）

第
２
分
団
班
長　

赤
荻　

雅
也

第
２
分
団
班
長　

瀧
澤　
　

昇

第
６
分
団
班
長　

岩
上　

智
昭

本
部
分
団
団
員　

鈴
木　

大
輔

第
３
分
団
団
員　

諏
訪　

崇
裕

第
３
分
団
団
員　

丸
山　

良
彦

第
３
分
団
団
員　

石
川　

幸
一

第
４
分
団
団
員　

小
林　

大
祐

第
４
分
団
団
員　

栗
原　

将
太

第
６
分
団
団
員　

渡
邉　

真
也

第
６
分
団
団
員　

野
口　

智
揮

○
無
火
災
消
防
機
関

　
（
戸
数
件
数
５
０
０
未
満
、
４
年
間
以
上
無
火
災
）

第
６
分
団

野
木
町
長
表
彰

○
永
年
勤
続
章
（
20
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
15
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
10
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
勤
続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
章
（
５
年
）

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
勤

続
章
と
同
じ

○
永
年
勤
続
消
防
団
員
ご
家
族

　

に
対
す
る
感
謝
状

団
長　
　
　
　

小
野　

善
行
ご
家
族
様

第
２
分
団
団
員　

小
川　
　

治
ご
家
族
様

本
部
分
団
分
団
長　

栗
野　

智
和
ご
家
族
様

本
部
分
団
副
分
団
長　

鹿
村　

修
一
ご
家
族
様

本
部
分
団
団
員　

須
見　

俊
光
ご
家
族
様

第
６
分
団
団
員　

新
井 

元
之
助
ご
家
族
様

○
無
火
災
分
団

　

（
平
成
28
年
10
月
23
日
〜
平
成
29
年
10
月
27
日
）

第
１
分
団

第
６
分
団

○
優
良
防
火
管
理
事
業
所

杏
林
製
薬
株
式
会
社
わ
た
ら
せ
創
薬
セ
ン
タ
ー
様

○
町
政
功
績
表
彰

本
部
分
団
団
員　

寺
内　

健
男

第
１
分
団
団
員　

大
髙　

一
政

第
１
分
団　
　
　

新
井　

貴
裕

第
１
分
団
団
員　

中
村　

崇
廉

第
３
分
団　
　
　

大
島　

拓
也

○
感
謝
状

第
３
分
団　
　
　

田
村　

真
一

第
４
分
団　
　
　

鈴
木　

康
友

第
４
分
団　
　
　

鈴
木　

政
和

第
４
分
団　
　
　

知
久　

智
之

野
木
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員

第
１
分
団
団
員　

中
上　

潤
也

第
１
分
団
団
員　

高
山　

聡
史

第
３
分
団
団
員　

諏
訪　

崇
裕

第
３
分
団
団
員　

岡
部　
　

稔

第
４
分
団
団
員　

渡
辺　

太
吾

第
４
分
団
団
員　

柿
沼　

和
彦

○
優
良
分
団

第
３
分
団

第
４
分
団

消
防
団
の

通
常
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た

火
災
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て

　

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
た
１０
月
２８
日
、
恒
例
の
消
防
団
の

通
常
点
検
が
、
町
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
女
性
団
員
を
含
め
た
１
３
９
名
の
団
員
た
ち
は

規
律
正
し
く
人
員
・
服
装
等
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。
放
水
点
検
後
、
県

防
災
ヘ
リ
「
お
お
る
り
」
に
よ
る
救
助
訓
練
も
行
い
、
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

点
検
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
種
の
表
彰
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
駅
東
通

り
で
分
列
行
進
を
行
い
、
通
常
点
検
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。
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１０
月
１４
日
、
町
総
合
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
、
第
４０
回
町
消
防
団
ポ

ン
プ
操
法
競
技
大
会
が
行
わ
れ
、
町

内
各
分
団
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

▽
団
体
の
部

優
勝

　

第
３
分
団

準
優
勝

　

第
４
分
団

第
３
位

　

第
２
分
団

▽
個
人
の
部
（
優
秀
選
手
）

指
揮
者　

眞
瀨　

雄
司（
第
３
分
団
）

１
番
員　

鈴
木　

雅
人（
第
４
分
団
）

２
番
員　

岡
田　

裕
司（
第
１
分
団
）

３
番
員　

海
老
沼 

直
行（
第
１
分
団
）

４
番
員　

水
井　
　

孝（
第
３
分
団
）

　

消
防
団
と
は
、そ
の
地
域
に「
住

ん
で
い
る
」「
働
い
て
い
る
」
人

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
町
の
消
防

機
関
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
「
自
分
た
ち

の
ま
ち
を
自
分
た
ち
で
守
り
た

い
」
と
い
う
心
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
消
火
活
動
や
救

助
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
火
災
を

起
こ
さ
な
い
た
め
の
防
火
活
動
や

応
急
手
当
の
知
識
や
技
術
な
ど
を

よ
り
多
く
の
人
に
習
得
し
て
も
ら

う
た
め
の
普
及
活
動
な
ど
誰
に
で

も
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

消
防
団
と
消
防
署
と
の
違
い

　
「
地
域
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て

い
る
」
消
防
団
は
、
地
域
に
密
着

し
た
効
果
的
な
消
火
活
動
・
救
助

活
動
を
行
い
ま
す
。
常
勤
の
地
方

公
務
員
と
し
て
消
防
署
に
勤
務
す

る
消
防
職
員
と
は
異
な
り
、
消
防

団
員
は
、
普
段
は
自
分
の
仕
事
を

し
な
が
ら
、
火
災
や
大
規
模
災
害

発
生
時
に
、
自
宅
や
職
場
か
ら
災

害
現
場
な
ど
へ
駆
け
つ
け
る
非
常

勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

入
団
資
格

○
町
内
に
居
住
、
ま
た
は
勤
務
す

　

る
男
女

○
年
齢
は
１８
歳
以
上
の
方

活
動
内
容

○
火
災
予
防
活
動

○
火
災
消
火
活
動

○
水
防
活
動

○
災
害
地
に
お
け
る
消
防
活
動

○
定
期
的
に
消
防
団
員
に
必
要
な

　

教
育
及
び
訓
練

受
付
期
限

平
成
30
年
２
月
１
日（
木
）

待　

遇

○
報
酬

　

野
木
町
特
別
職
の
非
常
勤
職
員

　

と
な
り
、
階
級
に
応
じ
た
年
俸

　
（
一
般
団
員
で
年
額
６
万
１
千

　

円
）
と
在
籍
年
数
に
応
じ
た
退

　

職
報
償
金
制
度

○
公
務
災
害
補
償
制
度

○
研
修
制
度

○
被
服
貸
与

○
表
彰
制
度

問
総
務
課　
　

撒（
５７
）４
１
１
２

自
分
た
ち
の
町
は

　
　
　

自
分
た
ち
で
守
る
！

消
防
団
員
募
集

厳しい訓練の成果を発揮 !!

　　　第４０回 町消防団ポンプ操法競技大会

▲優勝した第３分団の皆さん。第３分団は３連覇達成です !!▲日頃の成果が存分に発揮されました。

制
度
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伺

～健全化判断比率等の公表～

財政指標で見る

町財政の現状
財政指標で見る

町財政の現状

指標 野木町 早期健全化基準 財政再生基準 県内市町平均 全国市区町村平均
健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率 － １４．９２％ ２０．０％ －
連結実質赤字比率 － １９．９２％ ３０．０％ －
実質公債費比率 ５．３％ ２５．００％ ３５．０％ ６．８％ ６．９％
将来負担比率 － ３５０．００％ ２１．３％ ３４．５％

公営企業 野木町 経営健全化基準
資
金
不
足
比
率

農業集落排水事業特別会計 －
２０．０％公共下水道事業特別会計 －

水道事業会計 －

※「－」は、赤字、将来負担
　または資金不足が生じてい
　ないため、当該当値につい
　ては該当なしを表します。
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財政指標で見る町財政の現状
問　政策課撒（５７）４１１６

茅
こ
の
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
は
、
野
木
町
の
２８
年
度
の
財
政
指
標
を
県
内
市
町
平

　

均
と
比
較
し
た
も
の
で
、
県
内
市
町
平
均
１
０
０
の
線
の
外
側
に
あ
る
ほ
ど
財

　

政
状
況
等
が
良
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

項目 野木町 県内市町
平均

野木町の
偏差値 算出基礎

①財政力指数 ０．８５２ ０．７２３ １０７．４

※
県
内
市
町
の
平
均
を
１
０
０
と
し
た
と
き
の
、
野
木
町
の
数
値
。

基準財政収入額
基準財政需要額

②経常収支比率（％） ８６．０ ８９．６ １０７．５
経常経費充当一般財源等

経常一般財源等収入額＋臨時財政対策費
　　　　　　　　　＋減税補てん債

③自主財源比率（％） ５７．４ ５１．９ １０５．８
自主財源
歳入総額

④実質公債費比率（％） ５．３ ６．４ １０５．１

（Ａ＋Ｂ）－（Ｃ＋Ｄ）
Ｅ－Ｄ

Ａ：地方債の元利償還金（繰上償還等を除く）
Ｂ：地方債の元利償還金に準ずるもの〔準元利償還金〕
Ｃ：元利償還金または準元利償還金に充てられる特定財源
Ｄ：地方債の元利償還金および準元利償還金に要する経費として
　　普通交付税の額の算定に用いる基準財政需要額に算入された額
Ｅ：標準財政規模

⑤住民一人当たり
　将来財政負担額（円）２３６，００７ ２６４,８６７ １０２．３

地方債残高＋債務負担行為額－積立金残高
住民基本台帳人口（２９年３月３１日現在）

⑥住民一人当たり
　積立金残高（円） ７７,９１７ ９５，０１１ ９８．１

積立金残高
住民基本台帳人口（２９年３月３１日現在）

（平成２６年度～２８年度の３か年平均）

×１００

×１００

活活活 渇渇渇
○財政の弾力性（経常収支比率・実質公債費比率）○財政の豊かさ（自主財源比率・財政力指数）
○財政の堅実性（住民一人当たりの積立金残高・住民一人当たりの将来財政負担額）

80

100

120
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ゆ～らんど  お知らせ 住所　野木町南赤塚１５１４-1

電話　０２８０（５７）０７５５

指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

キラリインフォメーション

☆「キラ輪号」ワゴン車が新しくなりました！
　今回、新型車両を購入したことにより10月17日（火）、野木
町老人福祉センターにおいて出発式が行われました。
　野木町デマンド交通は、平成21年にセダン型タクシー２
台から運行を開始し、平成23年にワゴン車１台が追加とな
り、現在計３台で運行しています。
　皆様からのアンケート等によるご意見や、活性化会議での
ご意見により見直しを行い、10人乗りで手動ドアの前ワゴ
ン車に替わり小回りのきく５人乗り自動ドアのワゴン車を
導入し利便性を高めました。
　今後も皆様からのご意見を検討しながら、皆様から愛され
るより良いデマンド交通を目指し運行してまいります。ぜひ
ご利用ください！！

野木町デマンド交通

【ご利用のご案内】
■運行エリア　　野木町全域、光南病院 [小山市 ]、友愛記念病院（行きのみ）[古河市 ]
■運　行　日　　月曜日から金曜日
　　　　　　　　（土曜日、日曜日、祝日、8月13日～16日、12月29日～1月3日は運休）
１．利用登録をします
　利用には登録が必要です。野木町外にお住まいの方も利用できます。登録票にご記入の上、以下
のいずれかへお申し込みください。
・野木町社会福祉協議会 [老人福祉センター（ホープ館）内 ]
・野木町都市整備課都市計画係
２．利用券を購入します
　現金等でのご利用はできません。利用券を
事前にお買い求めいただき、ご利用の際車内
で利用券１枚を運転手にお渡しください。
３．キラ輪号を利用します
　お客様がまず、利用する30分以上前に予約センターに電話します。
　・予約センター電話番号　0280-54-5515　（8時～ 17時）
　オペレーターが予約を受付けます。
　指定の場所に順番にお迎えに行き、それぞれの目的地までお送りします。
【ご利用に関するお問い合わせ先】
　町社会福祉協議会 [老人福祉センター（ホープ館）内 ]　撒（57）3100
　町都市整備課都市計画係　　　　　　　 　　　　　 　撒（57）4161

利用者 利用料１回（片道）
７５歳以上 ２００円

大人（中学生以上） ３００円
子ども（小学生以下） ２００円

３歳未満 無　料
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シ
リ
ー
ズ 

野
木
町
の
ご
み
処
理

問
生
活
環
境
課　

撒（
５７
）４
２
４
６

70
ご
み
の
出
し
方
の
お
願
い

　

一
部
の
方
が
ご
み
出
し
の
ル
ー
ル

を
守
ら
な
い
た
め
に
、
集
積
所
周
辺

の
方
々
に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
い
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
ご
み
出

し
を
す
る
こ
と
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

向
上
に
つ
な
が
る
ほ
か
、
集
積
所
付

近
の
衛
生
環
境
な
ど
を
整
え
る
こ
と

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
ご
み
出
し
の

ル
ー
ル
は
き
ち
ん
と
守
っ
て
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

【
ル
ー
ル
違
反
ご
み
の
例
】

○
分
別
さ
れ
て
い
な
い
ご
み

○
出
す
日
が
間
違
っ
て
い
る
ご
み

○
収
集
終
了
後
に
出
さ
れ
た
ご
み

　
（
必
ず
朝
８
時
ま
で
に
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。資
源
物
は
朝
９
時
ま
で
）

○
ス
プ
レ
ー
缶
に
穴
を
開
け
ず
に
出

　

し
て
い
る

○
缶
詰
の
缶
、
粉
ミ
ル
ク
の
缶
、
ス

　

プ
レ
ー
缶
を「
資
源
物
」と
し
て
出

　

し
て
い
る（「
不
燃
ご
み
」へ
）

※
（「
資
源
物
」
と
し
て
回
収
し
て

　

い
る
の
は
、
飲
料
用
に
使
っ
た
空

　

缶
に
限
り
ま
す
）

【
剪
定
枝
の
出
し
方
】

　

※
も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
!!

　

集
積
所
に
出
す
こ
と
が
で
き
る
剪

定
枝
は
、
太
さ
10 

cm
長
さ
60 

cm
以
下

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
よ
り
大
き
い
剪
定
枝
は
、
南

部
清
掃
セ
ン
タ
ー
に
直
接
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。
直
接
持
ち
込
む

こ
と
が
で
き
る
剪
定
枝
は
、
太
さ

20 

cm
、
長
さ
２
ｍ
以
下
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
支
障
が
で

る
た
め
、
束
ね
る
ひ
も
は
必
ず
麻
ひ

も
か
紙
ひ
も
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

<

注
意>

次
の
よ
う
な
も
の
は
可
燃
ご
み
へ

●
毒
性
の
あ
る
植
物
（
例
：
キ
ョ
ウ

　

チ
ク
ト
ウ
、
ユ
ズ
リ
ハ
、
シ
キ
ミ
、

　

あ
せ
び
、
う
る
し
な
ど
）

●
繊
維
質
の
多
い
植
物
（
例
：
竹
、

　

笹
、
篠
、
シ
ュ
ロ
な
ど
）

●
病
害
虫
に
侵
さ
れ
た
植
物
（
例
：

　

松
食
い
虫
、
赤
星
病
、
腐
っ
た
樹

　

木
な
ど
）

●
刈
り
草
、
落
ち
葉
、
木
く
ず

　食中毒は、梅雨明けから夏場にかけて多く発生しますが、ノロウイルスによる食中毒は、特に冬場に
多く発生します。ノロウイルスは感染力が非常に強く予防には細心の注意が必要です。ノロウイルス食
中毒を防ぐため、次の４つの事を徹底しましょう！
①「持ち込まない」　事前の手洗いの励行、健康管理の徹底
②「拡げない」　手洗いの徹底、台所などのこまめな清掃、調理器具の洗浄・消毒の実施
③「加熱する」　食品の中心温度９０℃以上で９０秒以上加熱
④「つけない」　手洗いの徹底、使い捨て手袋やマスクの正しい着用・交換、
　　　　　　　素手で直接食品に触れない、調理器具の洗浄・消毒
※「石けんで１０秒もみ洗い後、流水で１５秒すすぎ」を２回繰り返す。
※アルコールはノロウイルスにはあまり効果がないとされているので注意する。塩素系
　の消毒薬がよい。

健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て ２７

真冬の食中毒予防

系

【
雑
紙（
ざ
つ
が
み
）類
の
分
別
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い
】

　

雑
紙
類
は
、
雑
誌
な
ど
に
挟
む
な

ど
し
て
、
十
字
に
し
ば
っ
て
資
源
ご

み
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
さ
い
も
の
は
、
古
封
筒
な
ど
に

入
れ
て
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（
対
象
と
な
る
雑
紙
類
の
例
）

１・太さ10cm、
・長さ60cm以内
・に切り束ねる
・束ねるひもは、
・必ず麻ひもか
・紙ひもを使用

お菓子や
食品の箱

郵送で届く
チラシ

包装紙 カレンダー メモ用紙 箸袋

トイレットペーパー
やラップの芯

ティッシュの箱
※フィルムはプラ容器

タバコの箱
※アルミ紙は
　可燃ごみ

封筒
※窓のフィルムは
　可燃ごみ

２
・剪定枝の日
・（月２回）に
・可燃ごみの
・集積所へ出す

可燃ごみ
集積所

問県南健康福祉センター生活衛生課　撒0285（22）4235
　町健康福祉課　撒（57）4171　
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今
年
、
下
都
賀
地
区
の
小
学

校
で
一
校
だ
け
の
文
化
関
係
の

企
画
が
、
二
つ
も
！
（
移
動
音

楽
鑑
賞
教
室
と
学
校
移
動
博
物

館
）
南
赤
塚
小
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

一
年　

み
な
か
わ　

さ
く
ら

　

い
ど
う
お
ん
が
く
か
ん
し
ょ

う
き
ょ
う
し
つ
で
、
ピ
ア
ノ
や

バ
イ
オ
リ
ン
の
お
と
が
き
け
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
ビ
バ
ム

ジ
カ
の
ひ
と
た
ち
が
う
た
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
す
ご
く
き
れ
い

な
こ
え
で
し
た
。

　
　
　

二
年　

そ
が　

ゆ
う
花か

　

い
ど
う
音
が
く
か
ん
し
ょ
う

き
ょ
う
し
つ
で
、
バ
イ
オ
リ
ン

の
音
が
近
く
で
聞
け
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
き
れ
い
な
音
で

し
た
。
マ
イ
ク
な
し
で
も
う
た

が
す
ご
く
ひ
び
い
て
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
ま
た
聞
き
た
い
で

す
。

　
　
　

三
年　

金か
な
ざ
わ澤　

明あ

す

か
日
佳

　

ビ
バ
ム
ジ
カ
さ
ん
の
歌
を
聞

い
た
ら
、
ソ
プ
ラ
ノ
や
バ
ス
の

声
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、
わ
た

し
も
あ
ん
な
ふ
う
に
う
た
っ
て

み
た
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
バ

イ
オ
リ
ン
の
音
が
す
ぐ
近
く
で

生
で
聞
け
て
う
っ
と
り
し
ま
し

た
。

　
　
　

四
年　

舘た
て
の野　

永え

れ

さ
怜
紗

  

よ
く
知
っ
て
い
る
日
本
の
歌

で
も
、
女
の
人
の
高
い
声
と
男

の
人
の
低
い
声
が
重
な
り
合
う

と
、
す
て
き
な
別
の
曲
の
よ
う

に
聞
こ
え
ま
し
た
。
ま
た
、
バ

イ
オ
リ
ン
や
ピ
ア
ノ
の
き
れ
い

な
音
色
に
う
っ
と
り
し
ま
し
た
。

　
　
　
　

五
年　

阿あ

べ部　

泰た
い
せ
い生

  

自
分
が
知
っ
て
い
る
曲
が
、

高
い
声
や
低
い
声
で
か
っ
こ
よ

く
、
美
し
い
曲
と
な
っ
て
歌
わ

れ
た
の
で
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま

し
た
。
も
っ
と
、
ち
が
う
曲
も

聞
い
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　
　

六
年　

宮み
や
た田　

夢ゆ

な菜

　

音
楽
で
習
っ
て
い
た
「
ハ
ン

ガ
リ
ー
舞
曲
」
を
生
で
聴
く
こ

と
が
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。
私
も
合
奏
の
練
習
を
が
ん

ば
っ
て
、
感
動
が
与
え
ら
れ
る

よ
う
な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
年　

か
み
す
き　

あ
い
り

　

い
ど
う
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
、

ど
う
ぶ
つ
の
け
が
わ
を
さ
わ
り

ま
し
た
。
さ
わ
っ
て
み
た
ら

あ
っ
た
か
そ
う
だ
な
と
お
も
い

ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が

あ
っ
て
、
と
て
も
べ
ん
き
ょ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

二
年　

ふ
せ
木ぎ　

か
い

　

い
ど
う
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
は
、

き
れ
い
な
石
や
動
物
な
ど
を
さ

わ
り
ま
し
た
。
毛
が
わ
は
毛
が

ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
て
気
も
ち
よ

か
っ
た
で
す
。
あ
と
、
火
お
こ

し
を
し
ま
し
た
。
む
か
し
は
す

ご
い
ど
う
ぐ
を
使
っ
て
い
た
ん

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

三
年　

長な
が
は
ま濱　

希き

な南

　

わ
た
し
が
心
に
残
っ
た
こ
と

は
、
動
物
の
は
く
せ
い
を
見
た

り
ひ
ふ
や
毛
に
さ
わ
っ
た
り
で

き
た
こ
と
で
す
。
ふ
だ
ん
出
会

わ
な
い
動
物
や
き
け
ん
な
動
物

に
さ
わ
れ
た
の
で
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
　
　
　
　

三
年　

関せ
き

涼
り
ょ
う
す
け介

　

い
ど
う
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
ぼ

く
が
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

火
お
こ
し
た
い
け
ん
で
す
。
む

か
し
の
人
は
生
か
つ
す
る
た
め

に
い
ろ
い
ろ
な
く
ふ
う
を
し
て

い
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

四
年　

坪つ
ぼ
い井　

昊そ
ら
の埜

　

い
動
は
く
物
館
で
、
六
年
生

が
着
た
服
そ
う
が
き
れ
い
な
も

の
ば
っ
か
り
だ
っ
た
の
で
お
ど

ろ
き
ま
し
た
。
特
に
、
白
い
衣

し
ょ
う
は
、
い
ろ
い
ろ
な
そ
材

を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

五
年　

中な
か
や
ま山　

ほ
の
か

　

学
校
移
動
博
物
館
で
火
お
こ

し
や
昔
の
物
を
見
学
し
ま
し
た
。

火
お
こ
し
は
け
む
り
が
出
て

お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。昔
の

人
々
は
、火
を
お
こ
し
た
り
、石

か
ら
ほ
う
ち
ょ
う
を
作
っ
た
り

と
た
い
へ
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

六
年　

河こ
う
の野　

真ま

ゆ侑

　

私
は
、
歴
史
や
民
族
衣
装

に
興
味
を
も
っ
て
い
た
の
で
、

十
二
単
を
着
付
け
し
て
も
ら
え

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
何
枚

も
重
ね
て
い
た
の
で
、
と
て
も

重
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
徳
川
家
康
の
物
と

さ
れ
る
当
世
具
足
を
身
に
着
け

た
こ
の
方
の
感
想
を
。

　
　
　
　

校
長　

大
澤　

治
亮

 

「
す
ご
く
重
い
！　

胴
に
お
な

か
が
入
っ
て
よ
か
っ
た
。」

がっこうがっこう
南
赤
塚

小
学
校
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を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
末
年
始
で
も
停
電
や
保

守
点
検
以
外
は
毎
日
８
時
30
分
〜
17

時
15
分
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
生
活
環
境
課　

撒（
57
）４
２
４
７

　

12
月
は
、
大
掃
除
な
ど
で
ご
み
の
出

や
す
い
時
期
で
す
。
ご
み
収
集
が
休
み

に
な
る
前
に
、
早
め
に
ご
み
を
出
す
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
・
し
尿
く
み

取
り
な
ど
は
、
次
の
と
お
り
休
み
に
な

り
ま
す
。

　

12
月
31
日（
日
）〜
１
月
３
日（
水
）

※
事
業
所
の
ご
み
収
集
も
同
期
間
に

　

休
み
と
な
り
ま
す
。

　

12
月
29
日（
金
）〜
１
月
３
日（
水
）

　

役
場
以
外
の
公
共
施
設
な
ど
の
年

末
年
始
休
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〜

・
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

・
キ
ラ
輪
号
予
約
セ
ン
タ
ー

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

問
住
民
課 

撒（
57
）４
１
２
６

　

年
末
年
始
の
12
月
29
日（
金
）〜
平

成
30
年
１
月
３
日（
水
）、
役
場
窓
口

は
休
み
に
な
り
ま
す
。

　

休
み
に
入
る
前
の
12
月
28
日（
木
）

と
、
業
務
開
始
日
の
１
月
４
日（
木
）

は
特
に
窓
口
が
混
み
合
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
避
け
て
い

た
だ
き
で
き
る
だ
け
前
も
っ
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

出
生
届
・
死
亡
届
・
婚
姻
届
な
ど

の
戸
籍
届
書
は
、
役
場
窓
口
が
休
み

の
間
で
も
当
直
の
職
員
が
対
応
い
た

し
ま
す
。

※
夜
間（
17
時
15
分
〜
８
時
30
分
）は

　

次
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

㈱
エ
ス
・
エ
ス
・
ジ
ー

　

撒
０
２
８
５（
23
）６
７
５
１

〈
証
明
書
自
動
交
付
機
休
止
日
〉

　

12
月
29
日（
金
）

　

電
気
設
備
の
点
検
の
た
め
庁
舎
が

停
電
に
な
る
こ
と
に
伴
い
、
役
場
玄

関
に
設
置
さ
れ
て
い
る
証
明
書
自
動

交
付
機
を
休
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

印
鑑
登
録
証
明
書
・
住
民
票
の
写

し
が
必
要
な
方
は
、
事
前
の
ご
利
用

・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

・
町
交
流
セ
ン
タ
ー（
ホ
フ
マ
ン
館
）

・
野
木
町
煉
瓦
窯

・
公
民
館
、
体
育
セ
ン
タ
ー

・
武
道
館
、
弓
道
場

・
丸
林
中
央
公
園
運
動
場

・
あ
じ
さ
い
公
園
運
動
場

・
総
合
運
動
公
園
（
犬
の
広
場
ド
ッ

　

グ
ラ
ン
を
含
む
）

・
篠
山
運
動
場

・
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル（
※
）

・
町
立
図
書
館

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」

・
あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

・
新
橋
児
童
館

※
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
は
、
施
設
修
繕
工

　

事
の
た
め
12
月
27
日
・
28
日
が
臨

　

時
休
館
で
す
。

問
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合　
　

　

撒
０
２
８
５（
24
）３
１
９
４

　

中
央
・
南
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
年

末
・
年
始
の
ご
み
の
搬
入
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

年
末　

12
月
30
日（
土
）ま
で

年
始　

平
成
30
年
１
月
４
日（
木
）〜

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇固定資産税　第４期　◇国民健康保険税　第６期
　◇介護保険料　第６期　　後期高齢者　第６期
　　　　　　　　　　　　　医療保険料

◇

※ 町の事業の申込受付は、特に指定のない
限り土・日曜日、祝日、年末年始を除く8
時30分~17時15分（「としょかん」「こど
もひろば」「生涯学習」「スポーツ」「野木
ホフマン館」を除く）

〈野木町役場〉0280（57）4111代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/



（10）　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

問
住
民
課　
　
　

撒（
57
）４
１
２
６

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド(

個
人
番

号
カ
ー
ド)

の
お
渡
し
は
、
役
場
開

庁
時
間
内
で
す
が
、
平
日
来
庁
が
困

難
な
方
の
た
め
に
、
次
の
日
時
に
交

付
業
務
を
行
い
ま
す
。

日
12
月
24
日（
日
）９
時
〜
12
時

所
住
民
課

持
参
す
る
物

　

カ
ー
ド
交
付
の
案
内
ハ
ガ
キ
・
通  

　

知
カ
ー
ド
・
本
人
確
認
書
類(

運

　

転
免
許
証
等)

・
印
鑑
登
録
証

　

(

赤
い
手
帳
も
し
く
は
磁
気
カ
ー

　

ド)

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド(

お

　

持
ち
の
方
）

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
１

　

町
で
は
、
平
成
30
年
度
に
進
学
予

定
の
方
（
高
校
又
は
高
等
専
門
学
校

の
３
年
生
）
を
対
象
に
野
木
町
奨
学

金
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

給
付
月
額　

２
０
０
０
０
円

　

（
原
則
、
返
還
は
不
要
）

給
付
期
間　

在
学
す
る
学
校
の
正
規

　

の
修
業
期
間

※
平
成
30
年
度
か
ら
奨
学
金
を
給
付

　

し
ま
す
。

申
請
期
間　

平
成
30
年
１
月
９
日

　

（
火
）〜
26
日（
金
）

申
請
場
所　

こ
ど
も
教
育
課
庶
務
管

　

理
係（
町
役
場
別
館
内
）

応
募
資
格　

以
下
の
①
〜
⑤
を
す
べ

　

て
満
た
し
て
い
る
方
を
対
象
に
募

　

集
を
行
い
ま
す
。

①
申
請
者
が
平
成
30
年
度
に
、
大
学
、

　

短
大
、
専
修
学
校（
専
門
課
程
）の

　

第
１
学
年
又
は
高
等
専
門
学
校
の

　

第
４
学
年
に
進
学
予
定
で
あ
る
こ

　

と
②
申
請
者
又
は
生
計
維
持
者
が
平
成

　

29
年
４
月
１
日
時
点
で
３
年
以
上

　

町
内
に
居
住
し
、
現
在
も
引
き
続

　

き
町
内
に
居
住
し
て
い
る
こ
と

③
申
請
者
と
生
計
維
持
者
が
町
税
を

　

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④
申
請
者
と
同
一
世
帯
の
方
全
員
の

　

平
成
29
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が

　

非
課
税（
０
円
）で
あ
る
こ
と

⑤
学
習
成
績
評
定
平
均
値
が
５
段
階

　

中
３
．
０（
平
均
）以
上
で
あ
る
こ

　

と
（
前
年
度
及
び
今
年
度
の
１
学

　

期
末
ま
で
の
成
績
で
判
定
し
ま

　

す
）

選
考
方
法　

申
請
書
類
及
び
面
接
に

　

よ
り
選
考
し
ま
す
。

※
応
募
書
類
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

　

募
集
要
項
又
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
・
申
請
書
等
は
、
12
月

　

か
ら
こ
ど
も
教
育
課
、
町
公
民
館
、

　

町
図
書
館
等
で
配
布
し
ま
す
。
ま

　

た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い

　

た
し
ま
す
。

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
２

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
・
中
学

校
の
非
常
勤
講
師
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿
に
登
録
し

て
、
そ
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
非
常

勤
講
師
と
し
て
採
用
す
る
も
の
で
す
。

仕
事
の
内
容

　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学
習
指
導

　

及
び
生
活
支
援

報
酬

　

時
給
１
２
０
０
円（
割
増
有
り
）

任
用
期
間　

１
年
間

勤
務
時
間

　

１
日
５
時
間
、
１
０
０
０
時
間

　

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤

　

務
が
原
則
）

応
募
資
格

　

教
員
免
許
所
有
者
ま
た
は
取
得
予
定
者

※
社
会
保
険
加
入
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

　

郵
送
可（
12
月
20
日
消
印
有
効
）

提
出
書
類

①
履
歴
書（
指
定
の
も
の
に
写
真
を
添
付
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載（
12
月
）

　

す
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

　

な
い
場
合
は
、
町
教
育
委
員
会
ま

　

で
直
接
取
り
に
来
ら
れ
て
も
結
構

　

で
す
。

②
教
員
免
許
状
の
写
し
ま
た
は
免
許

　

授
与
取
得
証
明
書
の
写
し

申
募
集
期
間
内
に
提
出
書
類
を
添
え

　

提
出
先
ま
で

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

こ
ど
も
教
育
課
学
校
教
育
係　

宛

お知らせ
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お知らせ

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
２

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
の

支
援
指
導
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
た
方
を
名
簿
に
登
録
し

て
、
そ
の
中
か
ら
選
考
の
上
、
支
援

指
導
員
と
し
て
採
用
す
る
も
の
で
す
。

仕
事
の
内
容

　

日
常
生
活
に
お
い
て
支
援
を
必
要

　

と
す
る
児
童
の
支
援

報
酬　

月
給
20
万
円（
割
増
有
り
）

任
用
期
間　

１
年
間

勤
務
時
間　

８
時
〜
16
時
15
分

　

（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤

　

務
が
原
則
）

応
募
資
格

　

教
員
免
許
所
有
者
ま
た
は
取
得
予
定
者

※
社
会
保
険
加
入
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

　

郵
送
可（
12
月
20
日
消
印
有
効
）

提
出
書
類

①
履
歴
書（
指
定
の
も
の
に
写
真
を
添
付
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載（
12
月
）

　

す
る
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
な

　

い
場
合
は
、
町
教
育
委
員
会
ま
で

　

直
接
取
り
に
来
ら
れ
て
も
結
構
で

　

す
。　

②
教
員
免
許
状
の
写
し
ま
た
は
免
許

　

授
与
取
得
証
明
書
の
写
し

申
募
集
期
間
内
に
提
出
書
類
を
添
え

　

提
出
先
ま
で

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

こ
ど
も
教
育
課
学
校
教
育
係　

宛

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
２

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
の
小

中
学
校
図
書
館（
図
書
室
）に
勤
務
す

る
学
校
図
書
館
司
書
嘱
託
員
を
募
集

し
ま
す
。

仕
事
の
内
容

○
読
書
活
動
に
関
す
る
こ
と

○
学
習
活
動
の
支
援
に
関
す
る
こ
と

○
図
書
資
料
の
収
集
、
整
理
、
保
存

　

及
び
利
用
に
関
す
る
こ
と
等

報
酬

時
給
８
６
０
円（
割
増
有
り
）

手
当　

通
勤
手
当（
町
条
例
に
よ
る
）

任
用
期
間

　

４
月
１
日
〜
翌
年
３
月
31
日

　

（
継
続
の
場
合
あ
り
・
更
新
期
間
含   

　

め
５
年
以
内
）

勤
務
時
間

○
10
時
〜
15
時
30
分

　

（
学
校
に
よ
り
多
少
前
後
あ
り
）

○
週
５
日
以
内

　

８
月
は
勤
務
を
要
し
な
い

○
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
勤
務

　

が
原
則

募
集
期
間　

12
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

　

郵
送
可（
12
月
20
日
消
印
有
効
）

募
集
人
数　

１
名

選
考
方
法　

書
類
・
面
接

提
出
書
類

①
履
歴
書（
写
真
貼
付
）

②
図
書
館
司
書
ま
た
は
司
書
教
諭
免

　

許
写
し

③
運
転
免
許
証
写
し

申
募
集
期
間
内
に
提
出
書
類
を
添
え

　

提
出
先
ま
で

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

こ
ど
も
教
育
課
学
校
教
育
係　

宛

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
57
）４
１
８
１

　

教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り

平
成
30
年
度
の
学
校
用
務
員
嘱
託
職

員
を
募
集
し
ま
す
。

仕
事
の
内
容

○
文
書
送
達
受
領

○
外
来
者
の
受
付

○
校
舎
内
外
の
清
掃
・
除
草
作
業
等

報
酬　

月
額
13
万
円

任
用
期
間　

　

平
成
30
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

勤
務
時
間　

８
時
〜
16
時
30
分

　

週
５
日（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

　

で
の
勤
務
が
原
則
）

応
募
資
格　

運
転
免
許
証
所
有
者

募
集
期
間　

12
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）

　

郵
送
可（
12
月
20
日
消
印
有
効
）

募
集
人
数　

１
名

選
考
方
法

　

面
接（
後
日
通
知
し
ま
す
）

提
出
書
類

①
履
歴
書（
Ａ
４
サ
イ
ズ
・
写
真
添
付
）

②
運
転
免
許
証
写
し

申
募
集
期
間
内
に
提
出
書
類
を
添
え

　

提
出
先
ま
で

提
出
先

　

〒
３
２
９-

０
１
９
５（
住
所
不
要
）

　

野
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局

　

こ
ど
も
教
育
課
庶
務
管
理
係　

宛
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お知らせ

問
産
業
課

　
（
野
木
町
認
定
農
業
者
協
議
会
事
務
局
）

　

撒（
57
）４
１
５
１

　

農
作
物
の
収
穫
体
験
を
通
し
て
、

私
た
ち
の「
食
」に
つ
い
て
見
直
し
て

み
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
町

認
定
農
業
者
協
議
会
で
は
、
町
内
農

家
の
協
力
を
得
て
、
収
穫
体
験
を
開

催
し
ま
す
。

日
平
成
30
年
１
月
27
日（
土
）13
時
〜

所
川
田
集
落
セ
ン
タ
ー

　

（
野
木
町
川
田
５
７
２-

１
）

※
申
し
込
み
時
に
地
図
を
お
渡
し
い

　

た
し
ま
す
。

容
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草
の
収
穫
体
験
、

　

収
穫
作
物
試
食

　

（
豚
汁
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
）

対
町
内
在
住
者（
家
族
で
の
参
加
歓
迎
）

※
中
学
生
以
下
だ
け
で
の
参
加
は
不
可

定
先
着
15
家
族

儡
ひ
と
家
族
５
０
０
円

申 

12
月
11
日（
月
）〜
22
日（
金
）

　

参
加
料
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先

　

へ
※
申
し
込
み
の
際
に
詳
し
い
案
内
を

　

配
付
し
ま
す
。

問
産
業
課

　
（
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
事
務
局
）

　

撒（
57
）４
１
５
１

　

農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会

で
は
、
地
産
地
消
・
食
育
の
推
進
を

め
ざ
し
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

生
産
者
で
食
育
ソ
ム
リ
エ
の
岩
﨑

さ
ん
に
よ
る
簡
単
に
で
き
る
米
粉
ま

ん
じ
ゅ
う
づ
く
り
で
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
平
成
30
年
１
月
27
日（
土
）

　

10
時
〜
13
時

所
町
公
民
館　

調
理
室

定
先
着
20
名

対
町
在
住
在
勤
者

儡
５
０
０
円（
材
料
費
等
）

持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、 

　

筆
記
用
具

申 

12
月
18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

　

参
加
料
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先

　

へ

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

～ ～

問
税
務
課
撒（
57
）４
１
２
４

■
　

町
税
は
、
納
期
限
ま
で
に
自
主
的
に
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
あ
り
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
必
要
な
福
祉
や
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
町
税
等
の
納
期
が
過
ぎ
て
も
未
納

の
人
は
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
野
木
町
を
含
め
県
内
全
市
町
は
、
県

と
連
携
し
て
納
期
内
に
納
付
し
て
い
る
方
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、

12
月
を
滞
納
整
理
強
化
月
間
と
し
て
徴
収
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
　

給
与
収
入
な
ど
納
税
で
き
る
支
払
能
力
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
住
宅
ロ
ー

ン
や
他
の
借
り
入
れ
な
ど
の
支
払
い
を
優
先
し
て
納
税
い
た
だ
け
な
い
人

に
は
給
与
差
押
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
町
が
勤

務
先
に
給
与
照
会
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
町

税
等
滞
納
の
事
実
が
勤
務
先
に
わ
か
る
こ
と
に

な
り
社
会
的
な
信
用
も
失
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
差
押
え
の
対
象
は
、
預
貯
金
、
生
命
保
険
、

不
動
産
、
確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
還
付
金

な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

■
　

栃
木
県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
は
、
県
と
市
町
が
連
携
し
、
協
議
・

進
行
管
理
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
財
産
調
査
や
滞
納
処
分
を
迅
速
・
確
実
に

行
い
ま
す
。
町
で
は
徴
収
の
難
し
い
滞
納
案
件
を
栃
木
県
地
方
税
滞
納
整
理

推
進
機
構
に
移
管
し
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

差押
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お知らせ

問
総
務
課　
　
　

撒（
57
）４
１
２
８

日
12
月
11
日（
月
）〜
31
日（
日
）

運
動
の
重
点

①
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

②
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着

　

用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
「
夜
間
走
行
中
の
原
則
ハ
イ
ビ
ー

　

ム
」の
徹
底
及
び「
反
射
材
の
効
果

　

的
な
着
用
」の
推
進

問
栃
木
県
税
事
務
所

　

軽
油
引
取
税
調
査
担
当

　

撒
０
２
８
２（
23
）６
８
８
２

　

農
業
委
員
会
事
務
局
撒（
57
）４
１
０
９

　

（
耕
作
証
明
書
に
つ
い
て
）

　

栃
木
県
で
は
、
毎
年
１
月
に
、
農

業
用
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
を
一
括

し
て
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
野
木
町
役
場
（
新
館

２
階
大
会
議
室
）
で
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
受
付
日
時
等
は
次
の
と
お

り
で
す
の
で
、
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
．
受
付
日
、受
付
時
間
、対
象
地
区

　
　

お
よ
び
受
付
会
場

※
朝
一
番
、
午
後
一
番
の
時
間
帯
は

　

混
雑
し
ま
す
。
遅
い
時
間
帯
が
比

　

較
的
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

※
更
新
手
数
料
４
２
０
円
は
、
つ
り

　

銭
の
無
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

※
右
記
の
期
日
に
申
請
す
る
こ
と
が

　

難
し
い
場
合
は
、
県
税
事
務
所
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

２
．
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の

①
免
税
軽
油
使
用
者
証

②
印
鑑

③
免
税
軽
油
の
引
取
り
等
に
係
る
報

　

告
書

※
新
規
申
請
以
外
の
方

　

（
納
品
書
又
は
領
収
書
を
添
付
、写

　

し
で
も
可
。未
使
用
の
免
税
証(

原

　

本)

を
添
付
。）

④
使
用
者
証
更
新
手
数
料
４
２
０
円

※
新
規
申
請
及
び
使
用
者
証
更
新
の

　

場
合

⑤
耕
作
証
明
書

※
新
規
申
請
及
び
耕
作
面
積
が
変
更

　

に
な
っ
た
場
合

　

（
使
用
者
証
更
新
の
み
の
場
合
、耕

　

作
証
明
は
不
要
で
す
。）

注
意
事
項

①
新
規
申
請
の
方
は
、
免
税
証
の
交

　

付
は
後
日
に
な
り
ま
す
。

②
平
成
30
年
の
一
括
交
付
で
は
、
地

　

方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
等

　

に
係
る
免
税
制
度
に
つ
い
て
は
現

　

在
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
経

　

過
措
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
時

　

点
で
は
制
度
延
長
が
未
定
の
た
め
、

　

今
回
の
一
括
交
付
で
交
付
と
な
る

　

数
量
は
前
年
度
交
付
し
た
１
年
間

　

分
と
同
数
量
が
限
度
と
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
交
付
数
量
が
増
と
な

　

る
方
に
つ
い
て
、
増
分
の
免
税
証

　

の
交
付
は
制
度
延
長
決
定
以
降
に

　

な
り
ま
す
。

③
新
規
申
請
及
び
免
税
機
械
の
追
加

　

や
入
替
え
を
さ
れ
る
方
は
、
機
械

　

を
取
得
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

　

書
類
（
契
約
書
・
納
品
書
・
領
収

　

書
等
）
を
持
参
す
る
か
、
機
械
の

　

「
メ
ー
カ
ー
名
」「
型
式
」「
馬
力
」

　

を
メ
モ
等
に
控
え
て
き
て
く
だ
さ

　

い
。

④
国
税
及
び
地
方
税
の
滞
納
処
分
を

　

受
け
ら
れ
た
方
は
、
処
分
解
除
の

　

日
か
ら
２
年
を
経
過
し
な
け
れ
ば

　

申
請
で
き
ま
せ
ん
。

９時～
　11時 30分
共同・受委託

13時～
　15時 30分
共同・受委託

９時30分～
　11時 30分
友沼学区

（松原含む）

13時～
　　15時
南赤塚学区

（丸林西含む）

９時30分～ 11時 30分
野木学区　佐川野学区

人
権
標
語

　
　

け
ん
か
し
て　

　
　
　
　
　

ご
め
ん
ね
い
い
よ　

す
ぐ
な
か
な
お
り

野
木
小
学
校　

海え

び

ぬ

ま

老
沼　

穂ほ

の

か

乃
香
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お知らせ

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

問
選
挙
管
理
委
員
会
撒（
57
）４
１
１
４

　

年
末
年
始
は
何
か
と
贈
り
物
や
お

祝
い
事
を
す
る
機
会
の
多
い
シ
ー
ズ

ン
で
す
が
、
政
治
家
が
選
挙
区
内
の

人
に
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
公

職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
附
や

贈
り
物
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

―

―

問
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会　

関
根

　

撒（
57
）９
６
３
１

　

野
木
町
は
原
始
時
代
か
ら
た
く
さ

ん
の
歴
史
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
神

社
や
お
寺
か
ら
路
傍
の
野
仏
ま
で
何

気
な
く
見
て
い
る
風
景
の
中
に
も
歴

史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
目

の
今
回
は
佐
川
野
地
区
を
歩
き
ま
す
。

ご
一
緒
に
歴
史
探
し
に
出
か
け
ま
せ

ん
か
。

日
12
月
７
日（
木
）９
時

　

法
得
寺（
佐
川
野
）門
前
集
合

※
小
雨
決
行

※
12
時
頃
終
了
予
定

所
法
得
寺
、
篠
山
古
墳
、
八
幡
宮
、 

　

外
記
古
墳
な
ど

講
師　

関
根　

秋
雄

　
　
　
（
の
ぎ
・
歴
史
を
歩
こ
う
会
代
表
）

定
20
名

対
町
在
住
在
勤
者

儡
２
０
０
円（
傷
害
保
険
料
・
資
料
代
）

※
当
日
徴
収

申
 11
月
29
日（
水
）〜
12
月
５
日（
火
）

　

き
ら
り
館
に
て（
月
曜
除
く
）

※
第
２
回
目
は
、
平
成
30
年
１
月
以 

　

降
に
中
谷
地
区
を
予
定
し
て
い
ま

　

す
。

問
栃
木
県
小
山
労
政
事
務
所

　

撒
０
２
８
５（
22
）４
０
３
２

　

栃
木
県
が
設
置
す
る
就
労
総
合
支

援
施
設「
と
ち
ぎ
ジ
ョ
ブ
モ
ー
ル
」及

び
と
ち
ぎ
生
涯
現
役
シ
ニ
ア
応
援
セ

ン
タ
ー「
ぷ
ら
っ
と
」に
よ
る
就
労
や

シ
ニ
ア
世
代
の
社
会
参
加
活
動
に
関

す
る
巡
回
相
談
会
・
巡
回
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
栃
木
県

小
山
労
政
事
務
所
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
12
月
14
日（
木
）

　

巡
回
セ
ミ
ナ
ー
10
時
30
分
〜
12
時

　

巡
回
相
談
会　

13
時
〜
16
時　
　

※
セ
ミ
ナ
ー
の
み
、
相
談
の
み
の
参

　

加
も
可
能
。

所
町
役
場
新
館
２
階
第
２
会
議
室

定
巡
回
セ
ミ
ナ
ー
（
就
職
活
動
の
基

　

本
と
自
己
分
析
）
…
15
名

　

巡
回
相
談
会
…
３
名
程
度

申
12
月
13
日（
水
）ま
で
に
問
い
合
わ

　

せ
先
へ

問
栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

　

撒
０
２
８
４（
91
）０
８
０
３

定
機
械
加
工
科
…
５
名

　

板
金
溶
接
科
…
５
名

訓
練
期
間

　

平
成
30
年
１
月
５
日
〜
６
月
22
日

　

(

６
か
月)

対
就
職
の
た
め
の
技
術
を
身
に
つ
け

　

た
い
方(

求
職
者
等)

儡
受
講
料
無
料

　

（
テ
キ
ス
ト
代
等
自
己
負
担
あ
り
）

募
集
期
間

　

12
月
８
日（
金
）ま
で

選
考
日

　

12
月
19
日（
火
）

そ
の
他

○
施
設
見
学
は
随
時
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
。

○
求
職
者
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
し
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。



（15）

お知らせ

問〈
公
社
〉野
木
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

撒（
56
）２
１
３
７

興
こ
ん
な
仕
事
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

○
植
木
手
入
れ

○
草
取
り

○
施
設
の
受
付

○
施
設
の
清
掃

○
賞
状
・
宛
名
書
き

○
工
場
等
の
軽
作
業

○
網
戸
・
障
子
・
襖
の
貼
り
替
え

○
家
庭
内
の
清
掃
・
片
付
け

○
病
院
の
付
き
添
い

○
花
壇
等
の
水
ま
き

○
集
積
所
ま
で
の
ご
み
出
し

○
包
丁
研
ぎ
（
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

　

タ
ー
で
12
月
15
日（
金
）10
時
〜
15

　

時
開
催
）

興
新
規
会
員
募
集

○
入
会
説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て　

日
12
月
14
日（
木
）

　

14
時
〜
15
時
30
分
（
要
予
約
、
筆

　

記
用
具
持
参
）

所
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

（
野
木
町
友
沼
５
８
４
０-

１
）　

　

ホ
ー
プ
館
南
側

資
格

　

60
歳
以
上
で
野
木
町
に
在
住
の
方

興
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
互
助
会

　

か
ら
の
お
知
ら
せ

○
シ
ル
バ
ー
の
た
め
の
ス
マ
ホ
の
楽
校

　

ス
マ
ホ
を
買
っ
た
の
に
使
い
方
が

わ
か
ら
な
い
。「
こ
こ
が
わ
か
ら
な

い
の
で
先
に
進
ま
な
い
」、「
こ
ん
な

簡
単
な
こ
と
を
聞
い
て
も
い
い
の
か

な
あ
」、「
息
子
や
娘
に
聞
い
て
も
や

さ
し
く
教
え
て
く
れ
な
い
」
な
ど
の

基
本
的
な
質
問
や
、
操
作
方
法
、
便

利
な
ア
プ
リ
の
活
用
ま
で
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

所
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」

日
12
月
13
日（
水
）10
時
〜
12
時

儡
資
料
代
と
し
て
５
０
０
円

【
連
絡
先
（
伊
東
）】

　

撒
０
８
０（
３
２
４
９
）１
９
６
５

問
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

生
活
衛
生
課
生
活
薬
事
担
当

　

撒
０
２
８
５（
22
）６
１
１
９

　

薬
物
依
存
症
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。

家
族
は
ど
う
関
わ
っ
た
ら
良
い
の
か

わ
か
ら
な
い
…
。
同
じ
よ
う
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
他
の
ご
家
族
と
一
緒

に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
面
談
が

あ
り
ま
す
。
ま
ず
、
お
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

日
平
成
30
年
１
月
11
日（
木
）

　

13
時
30
分
〜
15
時

所
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎

　

（
小
山
市
犬
塚
３-

１-

１
）

申 

祝
休
日
を
除
く
平
日
９
時
〜
17
時

に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

撒
０
２
８
５(

22)

１
２
１
９

　

県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
特

例
検
査
を
行
い
ま
す
。
無
料
・
匿
名

で
検
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
12
月
５
日（
火
）16
時
〜
19
時

※
予
約
不
要

所
栃
木
県
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

（
栃
木
県
庁
小
山
庁
舎
）

　

（
小
山
市
犬
塚
３-

１-

１
）

容
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
査（
血
液
検
査
）及

　

び
性
感
染
症
に
係
る
相
談

　

希
望
に
よ
り
梅
毒
抗
体
検
査
、
性

　

器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
淋
菌
検
査

　

も
同
時
受
検
が
可
能
で
す
。

※
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
て
か
ら
12 

 
週
間
以
上
経
過
し
て
い
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

検
査
結
果　

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
は
採
血
後
約
30
分

　

で
結
果
が
判
明
し
ま
す
。
検
査
結

　

果
に
よ
っ
て
は
再
度
来
所
し
て
い

　

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
、
淋
菌
検

　

査
は
翌
週
の
水
曜
日
以
降
に
再
度

　

来
所
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

そ
の
他

　

毎
週
水
曜
日（
受
付
13
時
〜
14
時
）   

　

に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
梅
毒
、
性
器
ク
ラ
ミ

　

ジ
ア
検
査
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ

　

イ
ル
ス
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

問
小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　

撒（
57
）１
１
１
９

日
12
月
17
日（
日
）９
時
〜
18
時

　

（
受
付
８
時
30
分
〜
）

所
小
山
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

　
（
小
山
市
神
鳥
谷
１
７
０
０-

２
）

定
先
着
20
名

対
町
内
在
住
在
勤
又
は
在
学
中
の
方

儡
無
料

申
12
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

　

問
い
合
わ
せ
先
へ

※
土
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
他

○
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

○
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

○
筆
記
用
具
を
ご
持
参
下
さ
い
。

○
昼
食
は
各
自
で
ご
用
意
下
さ
い
。
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生涯学習・スポーツ

〜

問
野
木
町
国
際
交
流
協
会

　

企
画
担
当　

真
瀬
美
智
子

　

撒（
55
）１
６
７
３

　

撒
０
９
０（
８
０
３
８
）６
０
３
５

日
12
月
24
日（
日
）

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

所
町
公
民
館　

講
師

　

草
月
流
師
範
（
当
協
会
会
員
）

対「
ク
リ
ス
マ
ス
」や「
お
正
月
」の
お

　

花
を
生
け
て
み
た
い
方
は
ど
な
た

　

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
年
齢
・
国

　

籍
問
い
ま
せ
ん
。

儡
１
０
０
０
円

定
先
着
10
名

申 

12
月
５
日（
火
）〜
12
日（
火
）

　

受
講
料
を
添
え
て
直
接
公
民
館
へ

各
自
で
用
意
し
て
持
参
す
る
も
の

①
身
近
に
あ
る
花
器
（
花
瓶
・
水
盤
・

　

サ
ラ
ダ
ボ
ー
ル
・
洋
酒
の
空
き
瓶

　

等
の
水
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る

　

器
）

②
ハ
サ
ミ
・
花
包
み
（
ビ
ニ
ー
ル
風

　

呂
敷
程
度
で
可
）〜

〜

問
生
涯
学
習
課
撒(

57)

４
１
８
７

日
平
成
30
年
１
月
21
日（
日
）

　

小
雨
・
小
雪
決
行（
順
延
な
し
）

受
付　

７
時
45
分
〜
８
時

集
合
場
所　

町
公
民
館

所
町
内
コ
ー
ス（
コ
ー
ス
図
参
照
）

※
今
回
は
、
一
部
区
間
・
距
離
が
変

　

わ
り
ま
す
。

参
加
資
格
・
チ
ー
ム
編
成

○
小
中
学
生
の
部
は
、
町
内
の
小
中

　

学
生
の
参
加
と
し
ま
す
。

○
一
般
男
女
の
部
に
小
中
学
生
の
参

　

加
は
認
め
ま
せ
ん
。

○
一
般
男
子
・
壮
年
男
子
の
部
に
女

　

子
２
名
ま
で
の
参
加
は
認
め
ま
す
。

○
一
般
男
女
・
壮
年
男
子
の
部
は
、

　

町
在
住
在
勤
者
の
参
加
が
半
数
以

　

上
と
し
ま
す
。

※
今
後
、
編
成
等
に
変
更
が
生
じ
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

　

申
し
込
み
の
際
に
お
渡
し
す
る
要

　

項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

種
目
・
人
数
・
参
加
費

○
小
学
生
男
子
・
女
子
、
中
学
生
女

　

子
の
部

　

１
チ
ー
ム
５
名　

２
０
０
０
円

○
一
般
女
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
５
名　

２
５
０
０
円

○
中
学
生
男
子
の
部

　

１
チ
ー
ム
６
名　

２
５
０
０
円

○
一
般
男
子
・
壮
年
男
子
（
40
歳
以

　

上
）
の
部

　

１
チ
ー
ム
６
名　

３
５
０
０
円

申 

12
月
１
日(

金)

〜
17
日(

日)

　

参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先

　

へ

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

駅伝コース図
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問
生
涯
学
習
課
撒(

57)

４
１
８
７

　

第
46
回
野
木
町
駅
伝
大
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
い
た
し

ま
す
。

日
平
成
30
年
１
月
21
日(
日)

容
中
継
所
の
ス
タ
ッ
フ
、
駐
車
場
、

　

交
通
整
理
な
ど

申 

12
月
５
日(

火)

〜
17
日(

日)

　

問
い
合
わ
せ
先
へ

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

問
生
涯
学
習
課
撒(

57)

４
１
８
７

日
平
成
30
年
２
月
３
日（
土
）

　

受
付　

４
時
30
分
〜
５
時

集
合
場
所　

町
公
民
館

所
会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

対
小
学
生
以
上
の
町
在
住
在
勤
者

　

（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

※
ス
ク
ー
ル
に
全
員
参
加
と
な
り
ま

　

す
。

講
師　

町
ス
キ
ー
協
会
指
導
員

　
　
　

ス
キ
ー
場
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

交
通　

貸
切
バ
ス
２
台

定
先
着
70
名

儡
○
中
学
生
以
上

　

Ａ
コ
ー
ス　

７
５
０
０
円

　

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

　

Ｂ
コ
ー
ス　

９
０
０
０
円

　

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル

　

ス
キ
ー
・
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー

　

ド
等
）

　

○
小
学
生

　

Ｃ
コ
ー
ス　

６
５
０
０
円

　

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
等
）

　

Ｄ
コ
ー
ス　

７
５
０
０
円

　

（
リ
フ
ト
・
昼
食
代
・
レ
ン
タ
ル

　

ス
キ
ー
等
）

※
小
学
生
の
レ
ン
タ
ル
ス
ノ
ー
ボ
ー

　

ド
は
５
０
０
円
増

※
レ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ア
は
別
途

　

２
０
０
０
円

※
レ
ン
タ
ル
ゴ
ー
グ
ル
、
手
袋
、
帽

　

子
は
別
途
各
２
０
０
円

申 

12
月
３
日(
日)

〜
21
日(

木)

　

参
加
費
を
添
え
て
問
い
合
わ
せ
先

　

へ
問
町
テ
ニ
ス
連
盟　

黒
田
俊
之

　

撒
０
９
０（
２
５
５
２
）９
０
６
７

　

死U
g
p
5
8
1
7
1
@
n
ifty
.c
o
m

日
平
成
30
年
１
月
14
日(

日)

　

集
合
８
時
30
分　

開
始
９
時

所
町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格

　

町
在
住
在
勤
者
、
テ
ニ
ス
連
盟
登

　

録
ク
ラ
ブ
会
員
、
近
隣
テ
ニ
ス
愛

　

好
者

種
目

　

チ
ー
ム
別
団
体
戦
…
男･

女
ダ
ブ

　

ル
ス
、
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス

※
チ
ー
ム
分
け
は
、
主
催
者
側
で
過

　

去
の
戦
績
や
経
験
年
数
等
で
振
り

　

分
け
ま
す
。

試
合
方
法　

　

６
チ
ー
ム
で
２
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
グ

　

戦
後
、順
位
別
決
勝
戦

募
集
人
数

　

男
女
関
わ
ら
ず
、先
着
36
名

※
参
加
は
個
人
単
位

儡
１
０
０
０
円

申 

12
月
５
日(

火)

〜
15
日(

金)

　

町
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

（
撒(

57)

４
１
８
７
）
へ

※
連
盟
登
録
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
は
、

　

ク
ラ
ブ
を
通
じ
て
申
し
込
み

問
生
涯
学
習
課
撒(

57)

４
１
８
７

　

Ｊ
リ
ー
グ
所
属
の
栃
木
SC
ト
レ
ー

ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教
室
を
行
い

ま
す
。

日
①
12
月
８
日(

金)

　
　

10
時
〜(

受
付
９
時
30
分
〜)

　

②
12
月
19
日(

火)

　
　

10
時
〜(

受
付
９
時
30
分
〜)

所
町
公
民
館

　

①
第
１
・
２
研
修
室

　

②
視
聴
覚
室

対
町
在
住
在
勤
者
で
ど
ち
ら
か
１
日

容
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
健
康
体
操
教

　

室(

ゆ
っ
く
り
と
し
た
体
操)

持
ち
物

　

運
動
の
出
来
る
服
装
、
飲
み
物
、

　

タ
オ
ル

儡
２
０
０
円(

保
険
料
等)

講
師

　

栃
木
SC
ト
レ
ー
ナ
ー
森
川
純
子
氏

　

(

日
本
体
育
協
会
公
認
フ
ィ
ッ
ト

　

ネ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー)

定
各
日
先
着
30
名

申 

12
月
１
日(

金)

〜
６
日(

水)

　

問
い
合
わ
せ
先
で
申
込
書
に
記
入

スポーツ
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問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
務
局

　

(

町
公
民
館
内　

事
務
局)

　

撒(

57)

４
１
８
７

　

初
め
て
の
方
は
基
礎
の
打
ち
方
、

経
験
者
の
方
は
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
為

の
技
術
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
専

門
家
が
指
導
し
ま
す
。

日
12
月
17
日（
日
）13
時
〜
17
時

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

定
先
着
30
名

儡【
一
般
】

　

ク
ラ
ブ
会
員
…
…
５
０
０
円

　

非
会
員
…
…
…
１
０
０
０
円

　

【
高
校
生
以
下
】

　

ク
ラ
ブ
会
員
…
…
２
５
０
円

　

非
会
員
…
…
…
…
５
０
０
円

講
師　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
公
認
指
導
員

　
　
　

斉
藤　

佳
晴　

氏

持
ち
物

　

運
動
の
で
き
る
服
装
、ラ
ケ
ッ
ト
、

　

タ
オ
ル
、シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

申 

12
月
５
日(

火)

〜
15
日(

金)

　

(

土
日
を
除
く
９
時
か
ら
17
時
ま
で)

　

に
直
接
窓
口
へ

問
町
立
図
書
館　

撒（
５７
）２
８
１
１

　

貸
出
カ
ー
ド
は
３
年
毎
に
更
新
が

必
要
で
す
。
更
新
の
際
は
身
分
証
明

書
の
呈
示
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
更
新
時
期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
カ

ウ
ン
タ
ー
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
し

ま
す
。）

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
12
月
１
日（
金
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
読
み
聞
か
せ

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま（
図
書
館
職
員
）

日
12
月
９
日（
土
）11
時
〜
11
時
30
分

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ　

♪
工
作
等

対
幼
児
〜
小
学
生

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
12
月
12
日（
火
）・
19
日（
火
）・

　

26
日（
火
）　

11
時
〜
11
時
20
分

対
幼
児

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ　

♪
紙
芝
居

　

♪
手
あ
そ
び　

♪
工
作

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〜

日
平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

　

10
時
30
分
〜
11
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
小
学
生

主
催　

し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま

日
平
成
30
年
１
月
７
日（
日
）

　

11
時
〜
11
時
30
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
〜
２
歳

主
催　

ひ
よ
こ
の
会

問
西
巻
ち
ず
子　

撒(

55)

１
０
９
６

日
12
月
16
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
開
場
10
時
15
分
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
小
学
生

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、大
型
絵
本
、紙
芝

　

居
、パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー　

な
ど

主
催　

絵
本
の
会

問
西
巻
ち
ず
子　

撒(

55)

１
０
９
６

日
12
月
23
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
開
場
10
時
15
分
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
幼
児
〜

プ
ロ
グ
ラ
ム

　

大
型
絵
本
、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、

　

て
ぶ
く
ろ
人
形
、ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、

　

ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

主
催　

絵
本
の
会

日
12
月
17
日（
日
）10
時
〜
11
時

所
図
書
館
２
階
研
修
室

容
三
角
帽
子
と
白
い
お
ひ
げ
作
り
、

　

紙
芝
居　

な
ど

対
幼
児（
保
護
者
）〜
小
学
生

定
先
着
12
名

申 

12
月
13
日（
水
）ま
で

　

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電
話

協
力　

紙
芝
居
の
会

スポーツ・としょかん

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申
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〜

〜

問
小
湊

撒
０
８
０(
２
２
６
５)

４
８
６
４

【
パ
ー
ト
１
】真
空
管
ア
ン
プ
と
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
タ
ー
映
像
に
よ
る
迫
力
あ

　

る
演
奏
「
ク
リ
ス
マ
ス
特
集
」

【
パ
ー
ト
２
】ご
持
参
の
CD

、レ
コ
ー

　

ド
、Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー
、ス
マ
ホ
、

　

音
楽
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
演
奏（
歌
謡
曲
、ク

　

ラ
シ
ッ
ク
、童
謡
、演
歌
な
ん
で
も

　

OK
で
す
）

　

た
だ
し
、
た
く
さ
ん
の
音
楽
を
楽

　

し
め
る
よ
う
に
、
１
曲
の
演
奏
時

　

間
を
７
分
間
以
内
に
さ
せ
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。

日
12
月
17
日（
日
）13
時
30
分
〜
16
時

　

（
出
入
り
自
由
で
す
）

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

申 

不
要

儡
無
料

共
催　

読
書
の
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

　
　
　

ひ
ま
わ
り
真
空
管
ク
ラ
ブ

　

12
月
の
図
書
館
シ
ネ
マ
は
お
休
み

で
す
。

新
橋
小　
　

12
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　

12
時
40
分
〜
13
時
40
分

友
沼
小　
　

12
月
６
日（
水
）

　
　
　
　
　

12
時
40
分
〜
13
時
30
分

野
木
小　
　

12
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

13
時
５
分
〜
13
時
45
分

佐
川
野
小　

12
月
12
日（
火
）

　
　
　
　
　

12
時
55
分
〜
13
時
25
分

（
敬
称
略
）

読
書
感
想
文

　

【
小
学
生
の
部
】　

林　

綴
己

　

【
中
学
生
の
部
】　

竹
内　

那
波

お
は
な
し
の
絵
・
ゆ
め
の
絵

　

【
保
育
園
・
幼
稚
園
の
部
】

　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

あ
お
い

読
書
感
想
画

　

【
小
学
生
の
部
】　

関　

優
花

俳
句

　

【
一
般
の
部
】　
　

清
水　

和
歌
子

川
柳

　

【
一
般
の
部
】　
　

山
口　

祐
子

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

▽
一
般
書

○
ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス　

上
・
下 

　
　
　
　
　
　
　

（
恩
田　

陸
）小
説

○
図
解「
疲
れ
な
い
身
体
」を
つ
く
る
本

　
　
　
　
　
　
　

（
齋
藤　

孝
）医
学

○
ち
ょ
こ
っ
と
仕
込
み
で
時
短
ご
は
ん

　
　
　
　
　

（
堀
江　

ひ
ろ
子
）家
庭

○
マ
ハ
ー
バ
ー
ラ
タ　

上
・
中
・
下

　

（
チ
ャ
ク
ラ
ヴ
ァ
ル
テ
ィ
・
ラ
ー
ジ
ャ
ー

　

ゴ
ー
パ
ー
ラ
ー
チ
ャ
リ
）
ア
ジ
ア
文
学

▽
児
童
書

○
そ
ら
の
１
０
０
か
い
だ
て
の
い
え

　
　
　
　
　

（
岩
井　

俊
雄
）え
ほ
ん

○
ま
ね
っ
こ
ど
う
ぶ
つ
た
い
そ
う 

　
　
　
　
　
　
　

（
ア
マ
ナ
）え
ほ
ん

○
空
で
出
会
っ
た
ふ
し
ぎ
な
人
た
ち

　
　
　
　
　

（
斉
藤　

洋
）お
は
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

他

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

　

検
索
↓
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　

索
が
で
き
ま
す
。

としょかん
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問
撒（
57
）９
１
５
５

12
月
の
休
館
日

　

６
日(

水)

、
23
日（
土
）、29
日（
金
）、

　

30
日（
土
）、31
日（
日
）

※
１
月
は
４
日（
木
）よ
り
開
館

興
　

マ
マ
と
一
緒
に
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
＆

リ
ラ
ッ
ク
ス
。

日
12
月
５
日
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

　
　
　

12
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

（
す
べ
て
火
曜
日
）

対
乳
児（
０
歳
）と
保
護
者

定
各
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

※
５
日
持
ち
物　

体
温
計
・
飲
み
物

　

（
親
の
分
も
）

※
12
日
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル
・
飲
み
物

興
　

ク
リ
ス
マ
ス
の
楽
器
を
作
り
ま
す
。

日
12
月
８
日(

金)

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

み
ん
な
で
参
加
す
る
「
ク
リ
ス
マ

ス
・
プ
チ
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
す
。

日
12
月
13
日（
水
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
　

今
月
は
１
歳
児
と
２
歳
児
〜
が
、

合
同
の
レ
ッ
ス
ン
に
な
り
ま
す
。
み

ん
な
で
「
メ
リ
ー
・
ク
リ
ス
マ
ス
」

日
12
月
14
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
幼
児（
１
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興①
ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
づ
く
り

日
12
月
７
日(

木)

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

儡
無
料　

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

②
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み
会

　

サ
ン
タ
さ
ん
、
今
年
も
来
て
く
れ

る
か
な
？

　

「
人
形
劇
」
も
お
楽
し
み
に
。

日
12
月
20
日（
水
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
１
日（
金
）〜
13
日（
水
）ま
で

　

に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ

　

（
電
話
不
可
）

③
食
育
教
室(

病
気
知
ら
ず
の
暮
ら
し
方)

　

第
一
回
「
食
に
つ
い
て
」

日
12
月
21
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

儡
無
料

申
12
月
１
日(

金)

〜
18
日（
月
）
ま
で

　

に
児
童
館
へ（
電
話
可
）

①
②
③
い
ず
れ
も

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度

興
　

英
語
で
ク
リ
ス
マ
ス
！

日
12
月
22
日(

金)

15
時
〜
16
時

対
小
学
生　

定
20
名
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接

　

児
童
館
へ

興
　

手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス
ス
イ
ー
ツ

で
パ
ー
テ
ィ
ー
し
よ
う
！

日
12
月
24
日(

日)

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
小
学
生　

定
20
名
程
度

儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
１
日(

金)

〜
22
日（
金
）
ま
で

　

に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ　

　

（
電
話
不
可
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
マ
ス
ク
・
三

　

角
巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

興日
12
月
25
日(

月)
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
乳
幼
児（
０
歳
〜
６
歳
）と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
館
へ

興日
12
月
26
日(

火)

14
時
〜
16
時

対
小
学
生(

で
き
れ
ば
保
護
者
の
付

　

き
添
い
を
お
願
い
し
ま
す)

定
10
名
程
度　

儡
１
人
１
０
０
円

申
12
月
１
日(

金)

〜
19
日（
火
）
ま
で

　

に
参
加
費
を
添
え
て
児
童
館
へ　

　

（
電
話
不
可
）

興①
「
毛
筆
」
の
巻

日
12
月
27
日(

水)

14
時
〜
15
時

定
６
名
程
度

申
12
月
１
日(

金)

〜
26
日(

火)

ま
で

　

に
児
童
館
へ(

電
話
可)

②
「
硬
筆
」
の
巻

日
１
月
７
日（
日
）14
時
〜
15
時

定
10
名
程
度

申
12
月
１
日（
金
）〜
１
月
６
日（
土
）

　

ま
で
に
児
童
館
へ（
電
話
可
）

①
②
と
も

対
小
学
生　

儡
無
料

※
持
ち
物
等
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
新
橋
児
童
館
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
を

　

実
施
の
間
、
参
加
者
以
外
の
方
も

　

館
内
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は

　

児
童
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

こどもひろば

日 容 儡所 定対 申
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問
撒（
54
）１
４
４
０

12
月
の
休
館
日

　

６
日(

水)
、
23
日（
土
）、29
日（
金
）、

　

30
日（
土
）、31
日（
日
）

※
１
月
は
４
日（
木
）よ
り
開
館

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
〜
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

興
　

お
気
に
入
り
の
写
真
を
素
敵
に
ス

ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
オ
シ
ャ
レ
に
変
身
す
る
こ
と

間
違
い
な
し
で
す
よ
〜
。

日
12
月
13
日（
水
）10
時
〜
12
時

対
乳
幼
児
と
保
護
者　

定
20
組
程
度

儡
１
組
５
０
０
円

持
ち
物　

写
真
数
枚

申
12
月
10
日（
日
）ま
で
受
付
。

　

（
電
話
不
可
）

興
　

児
童
セ
ン
タ
ー
人
気
の
道
場
。
将

棋
を
楽
し
く
覚
え
て
真
剣
勝
負
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
先
生
も
特
訓
中
で
す
。

日
12
月
13
日（
水
）15
時
30
分
〜
17
時

対
小
学
生
以
上

　

地
域
の
方
の
ご
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
来

　

て
く
だ
さ
い
。

興
　

元
気
に
楽
し
く
ク
リ
ス
マ
ス
会
で

す
。

日
12
月
16
日（
土
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
今
年
度
４
歳
以
上
に
な
る
幼
児
と

　

保
護
者

儡
無
料

申
12
月
１
日（
金
）〜
13
日（
水
）ま
で

　

受
付
。（
電
話
可
）

興
　

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
せ
☆
楽
し
く
の

び
の
び
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
よ
う
☆

日
12
月
17
日（
日
）11
時
〜
12
時

対
小
学
生
以
上　

定
15
名
程
度

儡
無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申
12
月
１
日（
金
）〜
受
付
。（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
　

『
ス
ウ
ィ
ー
ツ
デ
コ
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
』
を
作
り
ま
す
よ
。
キ
ュ
ー
ト

で
甘
〜
い
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
18
日（
月
）〜
24
日（
日
）

※
23
日（
土
）は
除
く

　

①
14
時
〜　

②
14
時
40
分
〜

　

③
15
時
20
分
〜　

④
16
時
〜

対
小
学
生
以
上　

儡
無
料

申
12
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）ま
で

　

受
付
。（
電
話
可
）

興
　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
の
時
間
を
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
12
月
20
日（
水
）10
時
30
分
〜
11
時
30
分

対
12
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

定
20
組
程
度　

儡
無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申
12
月
１
日（
金
）〜
19
日（
火
）ま
で

　

受
付
。（
電
話
可
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

興
　

英
語
の
先
生
と
親
子
で
楽
し
く
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
。

日
12
月
21
日（
木
）10
時
30
分
〜
11
時
10
分

対
幼
児
と
保
護
者　

儡
無
料

申
12
月
１
日（
金
）〜
20
日（
水
）ま
で

　

受
付
。（
電
話
可
）

興
　

ツ
リ
ー
先
生
が
登
場
!!
サ
ン
タ
に

変
身
を
し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
集
ま

れ
!!

日
12
月
25
日（
月
）15
時
〜
16
時

対
小
学
生
以
上　

儡
無
料

申
当
日
直
接
児
童
セ
ン
タ
ー
ま
で
来

　

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

ク
リ
ス
マ
ス
風
に
仮
装
し

　

て
遊
び
に
来
る
と
良
い
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
！

興
　

子
ど
も
総
合
科
学
館
の
協
力
で
、

忍
者
道
場
を
や
り
ま
す
。
立
派
な
忍

者
を
目
指
し
て
ね
。

日
12
月
26
日（
火
）14
時
〜

対
小
学
生　

儡
無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の

申
12
月
１
日（
金
）〜
22
日（
金
）ま
で

　

受
付
。（
電
話
可
）

興

ー

　

《
ゾ
ー
ト
ロ
ー
フ
》
を
作
っ
て
自

分
だ
け
の
動
く
ア
ニ
メ
を
作
ろ
う
。

日
12
月
27
日（
水
）

　

①
14
時
〜　

②
14
時
40
分
〜

　

③
15
時
20
分
〜　

④
16
時
〜

儡
無
料

申
12
月
７
日（
木
）〜
22
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
月
の
子
育
て
サ
ロ
ン
遊
び
の
特
別

メ
ニ
ュ
ー
は
・・・

《
ト
ミ
カ
プ
ラ
レ
ー
ル
遊
び
》
で
す
。

日
12
月
11
日（
月
）10
時
〜
12
時

こどもひろば
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古河七福神めぐり
日時　

場所

内容

費用

問
撒

撒

町内の交通事故

１０
月
累
計

件数 ３

死者 ０

傷者 ３

29
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

２０
（-１４）

死者
（増減）

２
（０）

傷者
（増減）

１９
（-１６）

町内の犯罪発生件数

１０
月
累
計

空き巣 １１

自動車盗 １

車上ねらい ０

自転車盗 ２

29
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

３８
（１８）

自動車盗
（増減）

５
（１）

車上ねらい
（増減）

２
（- ４）

自転車盗
（増減）

１０
（- ２）

町内の救急出動

１０
月
累
計

出場
件数 １０５

搬送
人員 ９３

29
年
度
累
計（
前
年
度
比
）

出場
件数
（増減）

５７６
（-１３）

搬送
人員
（増減）

５３５
（- ４）

不審者情報、事故発生場所ホームページ
　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html

町民教養講座
第1回
テーマ

講師
第2回
テーマ

講師
会場
料金

問　
　　撒

美しい庭園を眺めながら
「とちぎ江戸料理」に舌鼓を

メニュー　

時間　

予約・問　

撒

第8回全国高等学校選抜
スポーツクライミング選手権大会

日時　

場所

問
　　撒

第10回おやま思川ざくらマラソン大会

日時　
コース　①

参加費
対象

問　 撒

野木町煉瓦窯を未来に残すために !

問 撒
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続
い
て
「
五
穀
豊
穣
を
祝
う
米
収

穫
の
会
」
が
行
わ
れ
、
関
係
者
や
野

木
小
５
年
生
に
よ
る
刈
り
取
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
お
米
は
奉
耕
者

に
よ
り
10
月
23
日
に
宮
中
に
献
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
は
、
さ
る
５
月
、
関
係
者

や
野
木
小
５
年
生
に
よ
り
今
日
の
豊

作
を
祈
り
な
が
ら
植
え
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
の
時
、
子
ど
も
た
ち
の
う

れ
し
そ
う
な
声
が
水
面
を
渡
り
、
厳

か
な
場
が
華
や
か
に
染
め
ら
れ
た
こ

と
を
思
い
出
し
ま
す
。
田
植
え
や
稲

刈
り
の
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
、
食

べ
物
の
大
切
さ
を
感
じ
て
く
れ
る
こ

と
と
同
時
に
、
地
域
に
根
付
く
伝
統

文
化
を
受
け
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

連
綿
と
続
く
日
本
の
心
の
一
端
を

目
に
で
き
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

広
報
連
絡
委
員

　

海
老
沼　

記
子

　

抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
さ
わ
や
か

な
９
月
、
新に

い
な
め
さ
い

嘗
祭
収
穫
祭
が
行
わ
れ

る
と
聞
き
、
見
に
行
き
ま
し
た
。
２

畝
ほ
ど
の
広
さ
の
田
に
し
め
縄
が
張

ら
れ
、
ず
っ
し
り
と
垂
れ
下
が
っ
た

稲
穂
が
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
新
嘗
祭
は
、
テ
レ
ビ

の
中
で
し
か
見
た
こ
と
が
な
く
、
宮

中
行
事
の
ひ
と
つ
で
勤
労
感
謝
の
日

に
そ
の
年
の
作
物
を
お
供
え
し
感
謝

す
る
祭
事
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
こ
の
野
木
で
執
り
行
わ
れ
る
と

聞
き
、
ぜ
ひ
と
も
見
た
く
心
躍
ら
せ

て
会
場
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

斎
田
の
前
に
神
殿
が
祀
ら
れ
、
五

色
の
旗
が
た
な
び
き
、
雅
楽
が
流
れ

る
中
、
黒
い
冠
に
白
い
斎
服
そ
し
て

木
靴
の
斎
主
や
祭
員
、
奉
耕
者
の
若

い
ご
夫
妻
、
赤
い
た
す
き
と
前
掛
け

が
鮮
や
か
な
刈
女
た
ち
や
関
係
者
が

祷
り
を
捧
げ
、
斎
主
に
よ
り
刈
り
取

ら
れ
た
稲
穂
が
神
殿
に
お
供
え
さ
れ

ま
し
た
。
見
た
こ
と
も
な
い
光
景
に

心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
し
た
。

呉

野木小５年生による収穫体験
「五穀豊穣を祝う米収穫の会」にて
（９月29日）
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名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

人権・行政
合同相談

１２月１３日（水）
９時～１２時
【受付は11:30 まで】

ホープ館
(町老人福祉センター）

・人権に関する相談
・行政の仕事に関す
る意見、要望、相談

人権擁護委員
行政相談委員
県民相談員

生活環境課
撒（５７）４１３２　

野木町障がい
者虐待防止セ
ンター

（来所）月～金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分～１７時１５分
（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通報 町職員

健康福祉課
撒（５７）４１９６

みんなの
人権１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブ
ル、高齢者に対す
る虐待、障がい者
に対する差別や偏
見などの相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３）１１０

女性の人権
ホットライン

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーか
らの暴力やストー
カー行為、女性に
対する差別など、
女性をめぐる様々
な相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３）１１０

ＤＶ相談 月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分 町生活環境課

配偶者・パートナー
からの身体的、精
神的、性的などの
暴力に対する相談

町職員 生活環境課
撒（５７）４１３２

子どもの人権
１１０番

平日
８時３０分～１７時１５分

電話相談
撒０１２０（００７）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談

月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

町別館
こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８ 児童虐待について

の相談・通告
町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

２４時間いつでも
（休日・夜間）
児童相談所全国共通
ダイヤル
撒１８９（いちはやく）

行政書士専門
相談

１２月２７日（水）
１０時～１２時

ホープ館
(町老人福祉センター）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・ 随時受付先着４名

行政書士 行政書士会小山支部
撒０２８５（４５）０２９７

行政書士電話
相談センター

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・
遺言・契約書・許
認可

行政書士 行政書士会
撒０２８(６３５)１４１１

法テラス栃木
月～金曜日
９時～１２時
１３時～１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員 法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士会総合相談
センター

【小山会場】
毎月第３土曜日（要予約）
１０時～１５時
【電話相談】
毎週土曜日
１０時～１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室
【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社
関連、裁判所手続
関連、成年後見関
連の相談、供託、
消費者金融会社等
の借金整理

司法書士 司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

消費生活相談
平日
９時～１２時
１３時～１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル相談員

町消費生活センター
撒（２３）１３３３

借金で悩んで
いませんか

平日
８時３０分～１７時

電話または面談
撒０２８（６３３）６２９４

専門の相談員が丁寧
にお話を伺います 相談員

財務省関東財務局
宇都宮財務事務所
撒０２８（６３３）６２９４
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相談コーナー
名　称 日　時 場所等 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談１２月６日・２０日（水）１０時～１２時
ホープ館
(町老人福祉センター）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００

野木町地域包括
支援センター

月～金曜日
８時３０分～１７時１５分
（緊急時は上記以外でも）

ホープ館
(町老人福祉センター）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

こころの相談１２月１１日（月）（要予約）１０時～１２時 町保健センター メンタルヘルス相談 心理士 健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそい
ホットライン ２４時間いつでも

電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の
悩み、暴力被害、
仕事、自殺念慮な
どの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp

働く人の
メンタルヘル
ス相談

１２月８日（金）
１３時３０分～１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスや
メンタルヘルス不
調を抱えている
方、そのご家族や
上司・同僚の方か
らの相談

産業カウンセラー小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

こころの耳 月～金曜日（祝日を除く）
８時３０分～１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.go.jp/

働く人のメンタル
ヘルス・ポータル
サイト
心の健康確保と自
殺や過労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１

フリーダイヤル
「自殺予防い
のちの電話」

毎日１０日 電話相談
撒０１２０（７８３）５５６ 自殺予防相談 相談員

栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

子育てサロン

１２月４日・１８日（月）
１０時～１２時 新橋児童館 子育てについて 児童館職員、子育てサロ

ンボランティアえくぼ
新橋児童館
撒（５７）９１５５

１２月１１日（月）
１０時～１２時 あかつか児童センター 子育てについて センター職員、子育てサ

ロンボランティアえくぼ
あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

健康相談 毎週水曜日（要予約）
午前中 町保健センター 健診結果や健康に

ついて
保健師
栄養士

健康福祉課
撒（５７）４１７１

幼児ことばの
教室

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時
１３時～１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など 言語聴覚士 幼児ことばの教室

撒（５７）４１８９

教育相談
月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時
１３時～１７時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員 こども教育課
撒（５７）４２０９

あすなろ教育
相談

月～金曜日（祝日を除く）
９時～１２時
１３時～１５時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談 相談員 あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９

ライフサポート
センターゆめ

月～土曜日
８時３０分～１７時３０分 若林４４３－１

障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（５４）１３９９

みらい 月～金曜日
１０時～１７時 丸林３７１－１２

障がいのある方、
発達に障がいのあ
るお子さんとその
家族など

相談支援専門員 みらい
撒（５７）２６７３

パソコンサロン
12月14日（木）
13時30分～ 15時30分
12月16日（土）
９時30分～11時30分

町公民館 パソコン初心者対
象の相談室 パソコンサロン会員 町公民館

撒（５７）４１７７
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住
み
や
す
い
町

　

今
年
も
早
い
も
の
で
、
も
う
す
ぐ
ク
リ
ス
マ
ス
、

年
の
瀬
と
終
り
に
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
近
年

で
は
地
球
規
模
で
気
象
の
変
動
が
激
し
く
な
り
、
世

界
各
地
で
今
ま
で
に
な
い
水
害
や
山
火
事
、
地
震
等

が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
も
今
年
は
、
台
風
、

地
震
、
豪
雨
等
が
各
地
で
起
こ
り
、
そ
の
た
び
に
大

き
な
被
害
の
状
況
が
映
像
に
映
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

突
然
災
害
に
あ
っ
て
困
り
は
て
た
人
々
の
様
子
は
、

拝
見
す
る
の
も
つ
ら
い
事
で
し
た
。
被
災
者
の
皆
様

に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
比
較
的
災
害
が
少
な
い
野
木
町
と

し
て
は
、
今
年
も
何
事
も
な
く
過
ぎ
つ
つ
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
つ
く
づ
く
住
み

や
す
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。
住
ん
で
い
る
人
々
及
び

関
係
す
る
皆
様
の「
心
」「
気
質
」が
穏
や
か
で
あ
る
こ

と
も
、
住
み
や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
町
の
自
然
、
人
、
環
境
、
産
業
、
交
通
、

文
化
財
等
々
す
べ
て
が
相
ま
っ
て
、
こ
の
町
の
住
み

や
す
さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
も

多
く
の
先
輩
、
先
人
た
ち
が
育
ん
で
き
て
く
だ
さ
っ

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は「
関
東
ど
ま
ん
な
か
サ
ミ
ッ
ト
」等
で
、
近

県
、
近
隣
の
市
町
が
連
携
を
と
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
県
境
に

あ
る
わ
が
町
は
、
今
後
も
近
隣
の
自
治
体
と
よ
く
連

携
を
と
っ
て
い
く
こ
と
が
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
に

は
必
須
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
「
関
東
ど
ま
ん
な
か
」
と
い
い
ま
す
が
、

「
野
木
町
音
頭
」（
な
か
に
し
礼
作
詞
）で
は
、『
ど
ん

と
胸
は
り　

生
き
よ
じ
ゃ
な
い
か　

こ
こ
が
日
本
の

真
ん
中
だ　

野
木
は
よ
い
町　

よ
い
と
こ
ろ
』等
と
、

う
た
わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
際
、
野
木
町
を

“
日
本
の
ど
真
ん
中
”
位
の
大
き
な
気
持
で
捉
え

る
の
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
初
め
て
の
海
外
派
遣
で
、ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
に
行
っ
た
中
学
生
た
ち
は
、
実
に
和
や
か
に

現
地
の
生
徒
と
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ

の
様
子
を
見
て
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
大
き
な
期
待

を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
世
界
を
舞

台
に
羽
ば
た
く
日
が
来
る
こ
と
を
夢
見
て
、
帰
国
し

た
次
第
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
概
ね
今
年
も
無
事
に
終
わ
り
そ
う

で
す
。
い
や
、
町
と
し
て
は
町
外
に
も
目
を
向
け
、

一
歩
前
進
し
た
記
念
す
べ
き
年
と
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
“
日
本
の
ど
真
ん
中
”
と
し
て
大
い
に
未
来

に
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
の
終
わ
り
に
少
し

わ
が
ま
ち
自
慢
に
な
り

ま
し
た
が
、
一
番
大
切

な
の
は
、
皆
様
ご
自
身

の
自
慢
で
き
る
材
料
が

増
え
て
い
く
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

町
の
最
大
の
自
慢
は
皆

様
ご
自
身
で
す
。

　

来
年
も
皆
様
の
お
幸

せ
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

野木町長
真瀬宏子

No.84No.84

　全国の女性町長が一堂に会する「第5回全国女性
町長サミット in 播磨町」が10月 20日、兵庫県の播
磨町で開催されました。
　野木町からも真瀬宏子町長が出席し、播磨町の清水
ひろ子町長をはじめとする福岡県苅田町長、埼玉県長
瀞町長、高知県いの町長、青森県外ヶ浜町長の全６
名の女性町長が、女性の活躍などをテーマに意見交換
いたしました。女性町長は全国で7名で、公務によ
り神奈川県二宮町長が欠席となりましたが、小説家の
玉岡かおるさんの基調講演のあとのパネルディスカッ
ションでは、各町の名所紹介や、女性が活躍するため
に大切な要素について話し合われ、「男女が互いの特
性を認め合うこと」や、「病時保育の早急な充実」等
について意見がだされました。
　終わりにサミット宣言に署名し、盛会のうちに終了
することができました。

第５回
全国女性町長サミット
in 播磨町

女性が活躍できる社会を目指して !!

10月20日　播磨町中央公民館大ホールにて

上空からの町風景
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コ
ス
モ
ス
は
い
つ
も
ど
こ
か
が
淋
し
く
て

秋
元 

幸
治

秋
色
の
く
つ
下
自
慢
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド

石
川 

和
子

秋し
ゅ
う
り
ん
霖
や
明あ

す日
は
佳
境
に
入い

る
ペ
ー
ジ

小
川 

鶴
枝

「
ヨ
ー
イ
ド
ン
」バ
ト
ン
つ
な
ぐ
か
三
代
目

幸
田 

慶
三
郎

縄
電
車
い
そ
ぐ
な
ど
れ
も
花は

な
の
ゆ
き

野
行

小
林 

た
け
し

丁
寧
に
生
き
て
る
つ
も
り
秋
の
蝶

竹
内 

律
子

秋
深
む
写し

ゃ
ら
く楽
の
顎あ
ご

の
ま
が
り
か
な

田
村 

行
子

言
い
訳
の
切
手
貼
り
足
し
秋

あ
き
と
も
し灯

藤
間 

雅
江

手
の
甲
は
女
の
齢
よ
わ
いさ
ん
ま
焼
く軽

部 

榮
子

　

友
沼
区
広
報
連
絡
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

茂
男

　

友
沼
小
学
校
の
近
く
に
あ
る
友

沼
八
幡
神
社
は
、
地
元
で
は「
八は
ち
ま
ん幡

さ
ま
」と
呼
ば
れ
、
お
宮
参
り
や

七
五
三
、
成
人
式
な
ど
の
祝
い
事
の

節
目
に
詣
で
行
く
末
々
の
多
幸
を

願
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
友
沼
八
幡
神

社
が
徳
川
将
軍
御
休
所
跡
で
あ
る
こ

と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う

で
す
。

　

徳
川
将
軍
の
日
光
参
詣
は
、
徳
川

家
康
の
墓
を
久
能
山
か
ら
日
光
へ
改

葬
さ
れ
た
の
を
機
に
、
時
の
将
軍
秀

忠
よ
り
始
め
ら
れ
、
将
軍
の
社
参
は

12
代
将
軍
家
慶
ま
で
続
き
ま
し
た
。

徳
川
将
軍
家
が
日
光
社
参
を
し
た

際
、
友
沼
八
幡
神
社
に
立
ち
寄
ら
れ

小
休
止
を
取
り
ま
し
た
。

　

徳
川
将
軍
家
の
日
光
社
参
の
工
程

は
３
泊
４
日
が
恒
例
と
な
っ
て
お

り
、
１
日
目
の
宿
泊
は
岩
槻
城
、
２

日
目
の
宿
泊
は
古
河
城
、
３
日
目
の

宿
泊
は
宇
都
宮
城
か
壬
生
城
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
友
沼
八
幡
神
社
は
２

泊
目
の
古
河
城
を
出
発
し
て
最
初
に

休
憩
し
た
場
所
で
、
境
内
に
は
西
運

庵
と
呼
ば
れ
る
御
休
所
が
準
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

友
沼
八
幡
神
社
は
拝
殿
、
玉
垣
の

劣
化
老
朽
化
に
よ
り
土
瓦
葺
の
ず

れ
、
化
粧
梁
、
主
柱
の
腐
敗
に
よ
り

改
修
が
急
務
と
な
り
、
平
成
25
年
改

修
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
工
事
は

平
成
23
年
６
月
に
着
工
し
平
成
25
年

11
月
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

改
修
工
事
が
無
事
完
成
を
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
奉
納
寄
進
に
協

力
を
さ
れ
た
氏
子
の
皆
様
方
、
並
び

に
建
設
委
員
の
皆
様
の
ご
尽
力
、
神

社
改
修
と
い
う
希
有
な
工
事
を
地
元

の
大
工
さ
ん
に
施
工
い
た
だ
い
た
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

改
修
工
事
に
よ
り
八
幡
神
社
は
美

し
い
姿
を
取
り
戻
す
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

友
沼
八
幡
神
社
が
徳
川
将
軍
の
御

休
所
跡
と
し
て
語
り
継
が
れ
、
ま
た

「
八
幡
さ
ま
」
が
地
域
の
方
々
の
心

の
よ
り
処
と
し
て
末
永
く
愛
さ
れ
続

け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　10月20日（金）、公民館において「クッキング講座」を開催し
ました。
　テーマは “パーティーメニュー ”。豚肉のパイ包み焼き、かぼ
ちゃのスープ、エスニックサラダを作りました。野木町産の野菜
をたっぷり使い、参加された方からは「みんなとたのしく料理を
作って、おいしく食べられて素敵な時間をすごせました」という
感想をいただきました。
　食生活改善推進員会は今後も町民の皆様の健康づくりを応援し
ていきます。

↑
友
沼
八
幡
神
社
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→
菅
谷　

武
男
さ
ん　
（
最
高
齢
１
０
４
歳
）

→
赤
荻　

新
三
さ
ん　
（
１
０
０
歳
）

→
小
黒　

た
け
さ
ん　
（
１
０
０
歳
）

　

敬
老
の
日
の
お
祝
い
と
し
て
、
町
の
最
高
齢
の
方
と
、
今
年
度

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
を
町
長
が
訪
問
し
、
お
祝
い
状
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　8020運動とは、80歳になっても健康な自分の歯を20本
残そうという運動です。
　小山歯科医師会および町では8020運動の普及啓発を目
的に毎年対象者の方を表彰しています。今年は10月17日
に役場にて表彰式を行いました。本年度は10名の方が対
象となり、当日は７名の方が出席されました。
　80歳になっても自分の歯を残すため、毎日の歯磨きを心
がけましょう。

　野木町、栃木市、茨城県古河市、埼玉県加須市、群馬県板
倉町で構成されている「関東どまんなかサミット会議」に、
小山市が新たに加入しました。
　これは、10月16日に古河市地域交流センター「はなもも
プラザ」で開催された「関東どまんなかサミット会議」にお
いて決定されたもので、小山市が加わり、より一層の連携を
深め地域の活性化を目指すものです。
　調印式には、関係市町長が出席し、「公の施設の相互利用
に関する協定」及び「災害時における相互応援に関する協定」
を締結し、相互の協力・連携体制の強化を約束しました。
　なお、相互利用の対象となる小山市の施設は、広報のぎ３
月号でお知らせする予定です。

【左から】栗原板倉町長、真瀬野木町長、針
谷古河市長、鈴木栃木市長、大久保小山市長、
角田加須副市長



（29）（299）

文化

ん

ま
つ
り

第
２
回

10
月
７
日（
土
）
〜
８
日（
日
）

第 41回

→「
１
等
当
た
る
と
い
い
な
！
」

→
軽
や
か
な
ス
テ
ッ
プ
で
若
々

　

し
く
舞
い
踊
り
ま
す
。

→
少
年
棋
士
の
真
剣
勝
負
。

　
「
絶
対
負
け
な
い
ぞ
!!
」

→
清
々
し
い
歌
声
が
ホ
ー
ル
に

　

響
き
渡
り
ま
し
た
。

→
赤
羽
み
ち
え
先
生
の
漫
画
家

体
験
。
上
手
に
描
け
た
か
な
？

→
大
盛
況
の
展
示
即
売
会
。

→
生
産
者
が
大
切
に
育
て
た
農
産

物
。
野
木
の
大
地
の
恵
み
で
す
。

→
日
本
に
４
か
所
し
か
残
っ
て

い
な
い
ホ
フ
マ
ン
式
煉
瓦
窯
の

関
係
者
が
初
め
て
一
堂
に
会
し

ま
し
た
。

が

れ

産業祭
第 40回

11月12日（日）

彩り豊かな
野木の秋…

野木町 秋のイベン
トアルバム

2017

野木町 秋のイベン
トアルバム

2017

→
鈴
木
杏
奈
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ

祭

10月２１日（土）～11月３日（金）
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木
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７
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撒
０
２
８
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５７
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１
３
４

野木町観光大使　赤羽みちえ先生連載第43号

問総合政策部政策課撒（５７）４１３４

町の人口 11月１日現在

　◇人口　男 １２，５６０人　女 １２，６８７人　計 ２５，２４７人　　◇世帯数 ９，８５９

　お祭り大好き、プリンセス大好き、公園大好
き…　でも虫はちょっと苦手です。弟の稔が生
まれてから、グンとお姉さんらしくなったね。

小
野
寺　

泉

限
界
集
落
株
式
会
社

　

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に
は
勇
気
が
い
る
。
私
に
は
そ
の
勇
気
が
な
く
、
現
状

維
持
で
満
足
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。
こ
の
物
語
は
、
過
疎
や
高
齢
化
が
進
み
、

共
同
生
活
の
維
持
が
困
難
な
村
が
舞
台
で
あ
る
。「
あ
な
た
は
村
の
代
表
と
し
て
こ

の
村
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。」

　

村
が
消
滅
す
る
の
を
待
つ
だ
け
で
あ
っ
た
村
人
た
ち
に
新
し
い
風
を
吹
か
せ
た
の

は
、
東
京
か
ら
人
生
の
休
息
で
訪
れ
て
い
た
多
岐
川
で
あ
っ
た
。
村
を
救
う
た
め
に

村
の
代
表
と
し
て
様
々
な
改
革
を
し
た
。
農
業
に
つ
い
て
無
知
な
た
め
、
初
め
は
反

発
さ
れ
村
人
の
心
を
つ
か
む
の
に
苦
労
す
る
。
村
人
の
心
を
つ
か
ん
だ
後
も
困
難
が

待
ち
受
け
る
。
そ
ん
な
中
、
多
岐
川
・
村
人
が
村
の
野
菜
を
有
名
に
す
る
と
い
う
目

標
に
向
か
い
奮
闘
し
て
い
く
。

　

こ
の
本
を
読
ん
で
新
し
い
こ
と
を
一
人
で
や
る
必
要
は
な
い
。
勇
気
が
な
く
て
も

周
り
に
は
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。
過
疎
や
高
齢
化
な
ど

今
の
日
本
が
目
を
背
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
一
冊
に
な
っ
て
い
る
。

（
南
赤
塚
小
学
校
教
諭
）

武た
け
う
ち内　

葵あ
お
いち

ゃ
ん
（
３
歳
２
か
月
）

黒
野
伸
一（
著
）

出
版
社　

小
学
館

野木ホフマン館　歴史講演会

明治の赤煉瓦生産と
旧下野煉化製造会社煉瓦窯

【略歴】愛媛県生まれ。東京工業
大学卒業。専門は近代日本建築史、
文化財保存。現在、日本大学大学
院芸術研究科及び同大学芸術学部
の非常勤講師。栃木県、栃木市な
どの文化財保護審議会委員などを
務める。野木町煉瓦窯に関しては、
平成18～19年度、保存修理検討
委員会委員長として尽力された。

【日時】12月 17日（日）　14時～16時
【場所】野木ホフマン館　研修室１・２
【定員】50名（申込先着順、聴講無料）
【講師】小山工業高等専門学校名誉教授・工学博士

　　　　　　　　　　　　河
かわひがし

東　義
よしゆき

之　先生

【申込方法】
ホフマン館にお電話又は直接
来館にてお申し込みください。
【申込期間】
12月１日（金）～15日（金）
９時～17時

　　　　　問野木ホフマン館（月曜休館）　撒（33）6667
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	広報のぎ1712_09-22
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